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特集　第13回アジア国際子ども映画祭がやってくる！

　

映
画
祭
に
携
わ
っ
た

人
た
ち
の
声

　
天
野
　
杏あ
の
ん音 

さ
ん
（
右
）、

更さ
ら
さ咲 

さ
ん（
左
）　（
参
加
経
験
者
）

映
画
づ
く
り
の
き
っ
か
け
は
？

杏
音
さ
ん
（
以
下
、「
杏
音
」）

友
達
が
撮
っ
た
作
品
が
映
画
祭

で
上
映
さ
れ
る
の
を
見
に
行

き
、
自
分
も
映
画
を
撮
り
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

更
咲
さ
ん
（
以
下
、「
更
咲
」）

お
姉
ち
ゃ
ん
が
映
画
を
撮
る
姿

に
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

実
際
に
撮
影
し
た
感
想
は
？

杏
音
　
友
達
と
一
つ
の
も
の
を
作

り
上
げ
た
達
成
感
が
あ
り
ま
し

た
。
テ
ー
マ
に
つ
い
て
家
族
や

友
達
と
話
を
す
る
き
っ
か
け
に

な
り
ま
し
た
。

更
咲
　
熱
中
し
て
取
り
組
め
て
楽

し
か
っ
た
で
す
。一
度
作
る
と
、

次
は
こ
う
し
た
い
と
い
う
意
欲

が
わ
い
て
き
ま
し
た
。

工
夫
し
た
点
、難
し
か
っ
た
点
は
？

杏
音
　
撮
っ
た
映
像
の
ど
こ
を
切

り
取
り
、
ど
う
つ
な
ぎ
合
わ
せ

る
か
よ
く
友
達
と
相
談
し
ま
し

た
。
３
分
と
い
う
時
間
は
意
外

と
短
い
の
で
、
大
変
で
し
た
。

更
咲
　
友
達
と
話
し
合
い
な
が
ら
、

シ
ナ
リ
オ
を
丁
寧
に
作
り
ま
し

た
。
意
見
が
違
っ
た
と
き
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
一
つ
に
ま

と
め
る
の
が
難
し
か
っ
た
で
す
。

国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
感
想
は
？

杏
音
　
す
ご
く
刺
激
に
な
り
ま
し

た
。
民
族
衣
装
を
着
た
ア
ジ
ア

各
国
の
子
ど
も
た
ち
と
、
阿
波

踊
り
を
一
緒
に
踊
っ
た
の
が
印

象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

更
咲
　
お
土
産
交
換
で
、
海
外
の

子
ど
も
た
ち
に
渡
す
お
土
産
を

考
え
る
の
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。

映
画
祭
に
参
加
す
る
子
ど
も
た
ち

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

杏
音
　
一
人
で
は
恥
ず
か
し
く
て

も
、
友
達
と
一
緒
な
ら
一
歩
踏

み
出
せ
る
し
、
よ
り
思
い
出
に

残
る
と
思
い
ま
す
。
友
達
と
動

画
を
撮
る
感
覚
で
、
気
軽
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

更
咲
　
映
画
づ
く
り
も
国
際
交
流

も
、
な
か
な
か
で
き
な
い
体
験

で
す
。
一
度
参
加
す
れ
ば
、
面

白
さ
が
分
か
る
と
思
い
ま
す
。

野
原
　
宏
太 

さ
ん
　（
国
立
淡
路

青
少
年
交
流
の
家
ス
タ
ッ
フ
）

淡
路
青
少
年
交
流
の
家
で
行
う
映

画
制
作
講
座
に
参
加
す
る
子
ど
も

た
ち
の
印
象
は
？

限
ら
れ
た
時
間
で
、
想
い
を
カ

タ
チ
に
す
る
過
程
で
は
、
楽
し

さ
だ
け
で
な
く
苦
労
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
経
験
が
子
ど
も
た
ち

の
協
調
性
や
責
任
感
を
養
い
、

完
成
し
た
と
き
の
達
成
感
や
感

動
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

講
座
に
お
い
て
気
を
配
る
点
は
？

大
人
が
誘
導
せ
ず
、
子
ど
も
の

発
想
や
視
点
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
。テ
ー
マ
を
見
つ
め
直
し
、

伝
え
た
い
も
の
を
明
確
に
す
る

こ
と
が
、
映
画
づ
く
り
の
第
一

歩
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

映
画
祭
に
参
加
す
る
子
ど
も
た
ち

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

テ
ー
マ
に
対
す
る
感
じ
方
は
、

一
人
ひ
と
り
違
う
は
ず
。
そ
の

想
い
を
融
合
さ
せ
て
、
一
つ
の

映
画
に
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
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　「迷惑をかけることとは？」～自分だけが、良け
ればいいか？人のことも考えてあげられるか？～
応募締切
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第13回アジア国際子ども映画祭　関西・四国ブロック大会
「うずしお子ども映画祭2019」

　
　
ア
ジ
ア
国
際
子
ど
も

　
　
　
映
画
祭
が
や
っ
て
く
る
！

第13回

作
品
を
見
て
、
お
互
い
の

気
持
ち
を
理
解
し
よ
う

　
国
内
９
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
各
３
作

品
が
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
る
ほ
か
、

少
年
院
の
子
ど
も
た
ち
や
、
ア
ジ

ア
15
ヵ
国
・
地
域
の
子
ど
も
た
ち

の
作
品
も
出
品
さ
れ
ま
す
。

　
言
葉
が
通
じ
な
く
て
も
、
映
像

を
通
し
て
相
互
理
解
を
深
め
て
い

く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
今
回
は
、
受
賞
者
の

う
ち
１
組
（
高
校
生
対
象
）
が
、

ベ
ト
ナ
ム
（
予
定
）
へ
招
待
さ
れ

る
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

海
外
の
子
ど
も
た
ち
と

交
流
し
よ
う

　
ア
ジ
ア
15
ヵ
国
・
地
域
の
子
ど

も
た
ち
は
、
体
験
学
習
や
学
校
訪

問
な
ど
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
同

士
の
交
流
も
行
い
ま
す
。
た
く
さ

ん
の
国
の
子
ど
も
た
ち
と
直
接
交

流
が
で
き
る
絶
好
の
機
会
と
な
り

ま
す
。
　

◆
参
加
予
定
の
国
・
地
域

ブ
ル
ネ
イ
、カ
ン
ボ
ジ
ア
、中
国
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、韓
国
、ラ
オ
ス
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
モ
ン
ゴ
ル
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
タ
イ
ペ

イ
、
タ
イ
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
、
ベ

ト
ナ
ム

ア
ジ
ア
国
際
子
ど
も

映
画
祭
と
は

　
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
制
作
し
た

３
分
間
の
映
像
作
品
の
コ
ン
テ
ス

ト
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
国
際

授
賞
式
は
海
外
の
子
ど
も
た
ち
と

の
国
際
交
流
の
き
っ
か
け
に
な
り

ま
す
。

ア
ジ
ア
国
際
子
ど
も

映
画
祭
に
参
加
す
る
に
は

　
関
西
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
で

あ
る
「
う
ず
し
お
子
ど
も
映
画

祭
」
に
自
分
た
ち
の
作
品
を
応
募

し
ま
し
ょ
う
。
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
で

上
位
３
作
品
に
選
ば
れ
る
と
、
本

大
会
と
な
る
「
ア
ジ
ア
国
際
子
ど

も
映
画
祭
・
国
際
授
賞
式
」
に
招

待
さ
れ
ま
す
（
詳
し
く
は
、
３
頁

と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
）。

自
分
た
ち
の
想
い
を

伝
え
よ
う

　
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
自
分
の
伝

え
た
い
想
い
を
ど
の
よ
う
に
表
現

す
る
か
を
考
え
る
こ
と
で
、
自
分

と
向
き
合
い
、仲
間
と
話
し
合
い
、

一
生
懸
命
取
り
組
む
こ
と
の
大
切

さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

の
本
気
で
取
り
組
ん
だ
想
い
は
自

然
と
映
像
に
表
れ
る
は
ず
で
す
。

第１３回アジア国際
子ども映画祭 IN南あわじ市
国際授賞式

作品募集！
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農
村
地
域
の
課
題
解
決
へ

市
・
農
協
・
東
京
農
業
大
が
協
定

化
へつ
な
げ
る
「
献
上
隊
（
鯛
）

事
業
」
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
公
共
施
設
の

跡
地
活
用
、
高
齢
化
が
進
む
中

で
の
移
動
手
段
の
確
保
な
ど
、

幅
広
い
テ
ー
マ
で
意
見
交
換
が

あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
各
地
区
の
地
域
づ
く

り
協
議
会
と
日
程
等
を
相
談

し
、
全
地
区
で
順
次
開
催
す
る

予
定
で
す
。

　
市
長
が
市
内
21
地
区
で
住
民

と
直
接
対
話
を
行
い
、
地
域
と

行
政
の
双
方
の
考
え
を
共
有
す

る
「
地
域
と
市
長
の
対
話
」
の

場
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
初
回
は
丸
山
地
区
公
民
館
で

６
月
２
日
に
開
催
し
、
同
地
区

の
住
民
ら
約
80
人
が
参
加
。
丸

山
地
域
づ
く
り
協
議
会
か
ら

は
、
丸
山
漁
港
の
鯛
を
「
大
嘗

祭
」
で
新
天
皇
に
献
上
す
る
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、
地
域
活
性

　
市
内
の
農
業
の
維
持
・
発
展

に
向
け
、
南
あ
わ
じ
市
と
あ
わ

じ
島
農
業
協
同
組
合
、
東
京
農

業
大
学
の
３
者
が
包
括
連
携
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
農
村
地
域
の

課
題
解
決
の
た
め
、人
材
育
成
、

研
究
、
科
学
技
術
な
ど
の
分
野

で
相
互
に
交
流
・
活
用
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
三
毛
作
体
系
の
継
続
を

め
ざ
し
た
土
づ
く
り
や
生
産
体

制
の
強
化
の
ほ
か
、
農
業
の
担

丸
山
地
区
で
行
わ
れ
た「
地
域
と
市
長

の
対
話
」の
様
子

協
定
書
を
取
り
交
わ
し
た
守
本
市
長
、森

代
表
理
事
組
合
長（
右
）、髙
野
学
長（
左
）

講
師
と
な
り
、
淡
路
島
の
小
児

在
宅
医
療
の
現
状
な
ど
に
つ
い

て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
医
療
用
人
形
を
使
っ
た
吸

引
な
ど
の
実
演
・
体
験
が
行
わ

れ
、
参
加
者
ら
は
講
師
に
説
明

を
受
け
た
り
、
互
い
に
教
え
あ
っ

た
り
し
な
が
ら
、
医
療
用
具
の

取
り
扱
い
方
を
熱
心
に
学
び
ま

し
た
。

　
田
中
会
長
は
、「
重
症
の
子

ど
も
を
持
つ
親
御
さ
ん
た
ち
の

負
担
を
減
ら
せ
る
よ
う
、
島
内

他
市
と
も
連
携
し
な
が
ら
今
後

も
取
り
組
み
を
続
け
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
日
常
的
に
医
療
的
ケ
ア
を
必

要
と
す
る
子
ど
も
（
医
療
的
ケ

ア
児
）
が
地
域
社
会
で
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
支

援
に
関
わ
る
人
の
知
識
と
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

医
療
的
ケ
ア
児
支
援
講
演
会

が
、
５
月
19
日
に
広
田
地
区
公

民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
医
療
技
術
の
進
歩
等
に
よ

り
、
自
宅
や
学
校
で
経
管
栄

養
や
た
ん
の
吸
引
な
ど
の
医
療

的
ケ
ア
を
行
う
こ
と
で
、
家
族

と
一
緒
に
日
常
生
活
を
送
る
子

ど
も
が
増
加
。
子
ど
も
た
ち
の

状
況
に
応
じ
た
支
援
が
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
南
あ
わ
じ
市
医

師
会
の
田
中
一
宏
会
長
ら
小
児

在
宅
医
療
に
精
通
し
た
医
師
が

医
療
的
ケ
ア
児
へ
の
理
解
を
深
め
る

支
援
講
演
会
を
開
催

「
地
域
と
市
長
の
対
話
」

丸
山
地
区
を
皮
切
り
に
ス
タ
ー
ト

い
手
の
育
成
や
学
生
ら
の
就
農

支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
５
月
13
日
に
同
大
学
世
田
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
行
わ
れ
た
締
結

式
に
は
、
守
本
市
長
、
あ
わ
じ

島
農
協
の
森
紘
一
代
表
理
事
組

合
長
、
同
大
学
の
髙
野
克
己
学

長
ら
が
出
席
し
、
協
定
書
を
取

り
交
わ
し
ま
し
た
。守
本
市
長
は

「
農
村
地
域
が
抱
え
る
課
題
に
対

し
て
、
科
学
的
な
知
見
を
導
入
し

な
が
ら
持
続
可
能
な
農
業
を
進
め

て
い
け
れ
ば
」
と
語
り
ま
し
た
。

医療人形を使った体験を行う参加者ら

講演を行う田中会長

に
わ
た
り
在
職
さ
れ
ま
し
た
。

南
淡
町
議
会
副
議
長
を
は
じ

め
、
総
務
常
任
委
員
長
、
議

会
運
営
委
員
長
等
を
歴
任

し
、
卓
越
し
た
手
腕
を
も
っ

て
、
旧
南
淡
町
の
発
展
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
、
南
淡
中
学
校
の
開

校
の
際
に
は
、
生
徒
の
自
転

車
購
入
費
の
補
助
や
通
学
路

の
新
設
、
街
路
灯
の
設
置
な

ど
、
教
育
環
境
の
整
備
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　
天
羽
さ
ん
は
、
昭
和
46
年

７
月
に
南
淡
町
議
会
議
員
に

当
選
し
、
平
成
７
年
７
月
ま

で
の
間
、
６
期
24
年
の
永
き

天あ
も
う羽
日
出
男 

さ
ん
（
福
良
）

旭
日
双
光
章

春
の
叙
勲

験
と
卓
抜
な
る
識
見
を
も
っ
て

住
民
自
治
の
発
展
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。
平
成
24
年
か
ら
は

南
あ
わ
じ
市
連
合
自
治
会
会

長
に
、
平
成
26
年
か
ら
は
兵

庫
県
連
合
自
治
会
会
長
お
よ

び
全
国
自
治
会
連
合
会
理
事

に
就
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
福
良
地
区
で
の
自
主

防
災
活
動
で
は
「
地
域
住
民

の
命
は
地
域
で
守
る
」
と
い
う

考
え
の
も
と
、
地
域
の
避
難
体

制
整
備
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
原
さ
ん
は
、
平
成
２
年
４

月
に
北
納
屋
町
自
治
会
会
長

に
就
任
。
以
来
、
29
年
間
の

永
き
に
わ
た
り
、
豊
富
な
経

原
　
　
孝 

さ
ん
（
福
良
）

旭
日
単
光
章

春
の
叙
勲

ま
し
た
。
赤
ギ
ク
の
技
術
開

発
や
品
種
改
良
を
重
ね
て
ブ

ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
み
、
全

国
有
数
の
周
年
栽
培
が
で
き

る
産
地
を
育
成
。
灘
地
区
を

赤
ギ
ク
の
ブ
ラ
ン
ド
産
地
に

押
し
上
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
研
修
生
の
受
け
入

れ
を
行
い
、
若
手
農
業
者
の

育
成
に
寄
与
さ
れ
る
な
ど
、

地
域
農
業
の
振
興
と
発
展
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
林
さ
ん
は
、
電
照
ギ
ク
の

産
地
と
し
て
有
名
な
灘
地
区

で
、「
あ
わ
じ
島
農
協
灘
花か

き卉

部
会
」
の
発
足
に
尽
力
さ
れ

林
　
　
均 

さ
ん
（
灘
）

黄
綬
褒
章

春
の
褒
章

31
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
犯

罪
や
非
行
を
し
た
人
の
更
生

を
積
極
的
に
支
援
さ
れ
て
い

ま
す
。
平
成
21
年
か
ら
は
長

年
の
経
験
を
か
わ
れ
、
淡
路

保
護
区
保
護
司
会
会
長
に
就

任
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
で
は
、
講
演
会
や

刑
務
所
作
業
製
品
展
示
即
売

会
を
企
画
さ
れ
る
な
ど
、
熱

意
を
持
っ
て
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
瀬
尾
さ
ん
は
、
昭
和
63
年

10
月
に
淡
路
保
護
区
保
護
司

会
三
原
地
区
会
の
保
護
司
に

就
任
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、

瀬
尾
　
弘
こ
う
ち
ょ
う澄 

さ
ん
（
阿
那
賀
）

瑞
宝
双
光
章

春
の
叙
勲

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人

あ
わ
じ
緑
花
協
会

　
同
協
会
は
、
島
内
の
花
緑
団
体
と
連

携
し
、
花
の
植
栽
活
動
に
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
花
緑
団
体
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
を
図
る
な
ど
、
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
月
間
ま
ち
づ
く
り

功
労
者
国
土
交
通
大
臣
表
彰

　
文
化
功
労
賞

　
淡
路
島
内
の
文
化
の
発
展
に
貢
献
さ

れ
た
個
人
・
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

【
雑
俳
】

木
下
　
雅が
し
ょ
う松
（
弘ひ
ろ
や
す康
） さ
ん
（
市
）

【
郷
土
芸
能
】

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
青
年
研
究
会

淡
路
文
化
協
会
文
化
賞

受
賞
お
め
で
と
う
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　以前のコラムで、子育て・教育環境づくりを地域の最重
要事項にしようと書きました。今、淡路島の有効求人倍率
は 2.0を超える高率で、正規職員の求人も増加しています。
また、生活環境でも、(マイカーがあるという前提ですが )
都市部に見劣りしません。これに加えて、「ここで子どもを
育てたい」と思うようなまちづくりができれば、若者の還流
を促進するための大きな力となります。南あわじ市は、子育
てにやさしいまちとして、いち早く保育無償化を実施し、また、
人形浄瑠璃等を活用した表現力の育成や防災教育などを
展開していますが、今年度からは、「学ぶ楽しさ日本一」を
めざし、授業の改善、放課後の活用などにも着手したとこ
ろです。
　一方、青少年の健全育成に向けた環境づくりも非常に重
要です。先日、青少年の健全育成に関わる機関・団体に
よる「青少年問題協議会」を開催しました。この会は、青
少年をとりまく環境変化について共に理解を深め、問題の
予防や解決の方法等について、今後の取組を協議するもの
です。今回も、多数の参加者の方から、熱い思いがこもっ

南あわじ市長 守本 憲弘

次代を担う青少年を
育む環境づくりをめざす

た意見が出され、有意義な会になりました。
　青少年の健全育成の実を上げるためには、家庭・地域・
学校・行政等が連携し、共通の目標・方針を持って取り組む
ことが大切です。また、地域をあげて、青少年の成長を温か
く見守る雰囲気が、「ここで子どもを育てたい」という魅力に
つながっていきます。
　そうした中、これまで協議会が取り組んできた「声かけ・あ
いさつ運動」の更なる拡大をめざすとともに、スマートフォン等
の急激な普及に伴うネット依存やトラブルなど、外から見えづ
らい問題についても、更に啓発を進め、市民の皆様の理解を
得て取り組む必要があるとの意見が多数ありました。この結果、
次のような今年度の目標が確認されました。
●気軽にあいさつや言葉かけのできるふれあいづくり、あいさ
　つ運動を推奨する
●地域の環境浄化を推進し、健康的なまちづくりをする
●社会性や思いやりのこころ、ボランティアのこころを育てる
●青少年の居場所づくりを広めていく
●スマートフォン・インターネットの安全利用を推進する
　今月は、青少年問題協議会が主催する「青少年健全育成
市民会議」や、非行・犯罪を犯した人の更生を見守る「社
会を明るくする運動」など、市民の皆様の協力により健全な地
域社会づくりをめざす運動が開催される月に当たります。
　「市民会議 (7月12日・午後 7時～／中央公民館 )」では、
青少年のネットトラブルの実態についての講演が予定されてい
ます。また、「社会を明るくする運動 (7月13日・午前 10 時
～午後４時／シーパ )」では、白バイ乗車体験や刑務所作業
製品の販売などを行います。多くの市民の皆様のご参加をお
待ちしています。

　近年、果樹・野菜等の農産物の国内外への物流が増す中、病・虫・
草害に対する植物保護管理対策の重要性が再認識されています。
　本シンポジウムでは、特別講演として、今後の植物保護の方向性
についての知見を提供するとともに、トピックスとして、雑草防除
の現状と対策を取り上げ、淡路での実践的課題や効果的な防除対策
について情報交換を行います。
　同時に、南あわじ農業改良普及センターやあわじ島農業協同組合
等から淡路の野菜における病害発生の現況と課題について報告しま
すので、ぜひご参加ください。参加申込および参加費は不要です。
日時　７月25日（木）午後1時～５時30分
場所　同大キャンパス大講義室（Ｃ棟３階）
問同大地域連携センター☎42-4708

吉備国際大学からのお知らせ
第７回植物保護シンポジウムを開催

同日選挙の
投票日（例）

参院選の期日前
投票の期間

※パルティの場合

衆院選の期日前
投票の期間

※パルティの場合
期日前投票の場所 

（広田地区公民館）の変更 入場券の到着時期

 ７月 21 日（日） 変更なし ７月 10 日～ 20 日 旧緑庁舎２階 203 会議室 ７月 10 日以降

 ７月 28 日（日） ７月 12 日～ 27 日 ７月 17 日～ 27 日 旧緑庁舎２階 203 会議室 ７月 17 日以降

 ８月   ４日（日） ７月 19 日～８月３日 ７月 24 日～８月３日 （旧緑）保健センター ７月 24 日以降

警戒レベル 住民がとるべき行動 行動を促す情報

レベル５ 命を守る最善の行動 災害の発生情報

レベル４ 避難 避難勧告、避難指示（緊急）

レベル３ 高齢者等は避難
他の住民は準備 避難準備・高齢者等避難開始

レベル２ 避難行動の確認 注意報

レベル１ 心構えを高める 警報級の可能性

7:00～20:00
※沼島は8：30～ 17：00

　投票日当日、仕事、レジャーなどで投票に行けない人は、
下表の期間中いずれの場所でも期日前投票ができます。18 歳以上（平成 13 年７月 22 日までに生

まれた人）
※「平成31年４月４日以降に南あわじ市に
転入した人」は、旧住所地での投票となり
ます。ただし、旧住所地の選挙管理委員会
に不在者投票用紙等の請求を行えば、南あ
わじ市で投票できます

　期日前投票の場所等を変更します。また、解散の時期により、投票日が変更となる場合があります。衆参同日選
挙の投票日に応じて、次のような変更を予定しています。同日選挙の場合、参議院議員通常選挙と衆議院議員総選
挙の期日前投票の期間が異なることが想定されますので、ご注意ください。

※投票日が変更になれば、投票できる人の要件も変更となります
　（投票日が７月28日になった場合、平成13年７月29日までに生まれた人が投票できる等の変更があります）

　昨年の豪雨災害の教訓を受け、表のように全国
で防災情報が５段階区分となります。気象庁発表
の「警報級の可能性」、「注意報」は、それぞれ警
戒レベル１、レベル２となります。市発令の避難
勧告等は、警戒レベル３、レベル４の区分となり
ます。既に災害が発生している状況がレベル５と
なります。

文例：『○時に避難勧告（警戒レベル４）を発令
　　　しました。対象地区：○○地区・・・』

問危機管理課☎43-5203

水害・土砂災害の防災情報が５段階区分になります

※入場券裏面の宣誓書をあらかじめご記入の上、期日前投票所に持参
いただくとスムーズに受付ができます

本記事は印刷等の都合により６月 19日時点の情報に基づき作成しています。内容に不確定な要素がある点ご了承ください。

期日前投票投票できる人

仮に衆議院が解散し、衆参同日選挙となった場合

投票所入場券

７月 21日（日）投票日 投票時間

第 25 回参議院議員通常選挙

場　　　所 期　　　　間
パルティ（２階）
※定休日も投票可。ただ
　し入口の制限あり

７月５日（金）～ 20 日（土）

8：30 ～ 20：00広田地区公民館 
※保健センターから変更

７月 13 日（土）～ 20 日（土）福良地区公民館 
※休館中ですが投票可

シーパ 9：30 ～ 20：00

沼島総合センター ７月 17 日（水）、18 日（木） 8：30 ～ 17：00

　はがきサイズの「投票所入場券」を７月５
日以降数日かけて到着するよう郵送します。
入場券が無くても、投票できますが、持参い
ただくとスムーズに受付を行うことができま
す。

問選挙管理委員会事務局☎ 43-5004

ご寄付ありがとうございます
　榎列小学校卒業生
（昭和７年・８年生
まれ）の皆さまより、
金 180,575 円をご寄
付いただきました。

日程
　2020年
　　５月25日（月）

東京2020オリンピック聖火リレー
南あわじ市通過決定！

問体育青少年課　☎43-5234
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令和２年度新規採用職員の募集
問総務課（南あわじ市市善光寺 22 番地 1）☎ 43-5001

※申込書の受付期間は７月 16 日（火）～８月 19 日（月）の
　午前８時 30 分～午後５時 15 分まで（土日祝日は除く）

※募集人数は成績などにより変更することがあります

■申 込 書　 市役所総務課（３階）で配布。市のホームページから申込書を
　　　　  　    印刷（A4 サイズ）して使用することもできます。
■提出方法　申込書に必要事項を記入のうえ、申込書類を市役所総務課（３階）
        　　　   まで直接持参してください。（郵送は不可、代理提出は可）

第１次試験　
▽試験日　９月 22 日（日）
第１次試験（障害者採用）
▽試験日　10 月 27 日（日）
第２次試験
▽試験日　10 月 20 日（日）
第３次試験（第２次：障害者採用）
▽試験日　11 月 10 日（日）

職種
※職務内容 募集人数および受験資格 試験内容

 
事

務

職

一般行政職
※一般行政事務

募集人数　５人程度 
受験資格　次の条件を全て満たす人　❶平成元年４月２日以降に
生まれた人❷高等学校を卒業した人または令和２年３月に高等学
校を卒業見込みの人　

【１次試験】 
　・教養試験 
　・事務適性検査
　・職場適応性検査

【２次・３次試験】 
　・面接試験

一般行政職
（情報枠）

※情報機器・システムの
　保守管理、ＩＣＴ技術
　の活用推進

募集人数　若干名 
受験資格　次の条件を全て満たす人　❶平成元年４月２日以降に
生まれた人❷学校教育法による大学、短大、高等専門学校または
専門学校で情報処理に関する専門課程を履修して卒業した人また
は令和２年３月に卒業見込みの人

農政事務職
※農業の振興、農村の活
　性化、農業土木に関す
　る事務

募集人数　若干名 
受験資格　次の条件を全て満たす人　❶平成元年４月２日以降に
生まれた人❷学校教育法による大学、短大、高等専門学校または
専門学校で、農学科、農業コース等、農業に関する専門課程を履修
して卒業した人または令和２年３月に卒業見込みの人

 土木・建築事務職
※市が発注する土木・建
　築に係る事業の施工監
　理、設計、審査等に関
　する事務

募集人数　若干名 
受験資格　次の条件を全て満たす人　❶昭和55年４月２日以降に
生まれた人❷学校教育法による大学、短大、高等専門学校または
専門学校で土木または建築に関する専門課程を履修して卒業した
人❸民間企業等における土木または建築の職に関する正職員とし
ての職務経験が通算して３年以上ある人

一般行政職 
（障害者採用）

※一般行政事務

募集人数　若干名 
受験資格　次の条件を全て満たす人　❶昭和55年４月２日以降に
生まれた人❷高等学校を卒業した人または令和２年３月に高等学
校を卒業見込みの人（高等学校に準ずる教育機関を含む）❸身体
障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳のいずれかの手
帳の交付を受けている人

【１次試験】 
　・教養試験 
　※10月27日（日） 

【２次試験】 
　・面接試験

保育士 
幼稚園教諭

※市立保育所・認定こども園・幼
　稚園での勤務　　　  　

募集人数　若干名 
受験資格　次の条件を全て満たす人　❶昭和60年４月２日以降に
生まれた人❷保育士資格および幼稚園教諭免許の両方を有する人
または令和２年３月までに保育士資格および幼稚園教諭免許の両
方を取得見込の人

【１次試験】 
　・教養試験 
　・専門試験 

【２次・３次試験】 
　・面接試験

保健師

※母子や成人の健康診査や相談・
　指導を通じた保健活動等　

募集人数　若干名 
受験資格　次の条件を全て満たす人　❶平成元年４月２日以降に
生まれた人❷保健師および看護師の免許の両方を有する人または
令和２年３月までに保健師および看護師の免許の両方を取得見込
の人

【１次試験】 
　・教養試験 
　・専門試験 
　・職場適応性検査 

【２次・３次試験】 
　・面接試験

募集
試験日

※試験会場は南あわじ市役所臨時職員の募集
1業務内容2勤務時間3要件
4募集人数5賃金6申込方法
7申込期間8申込先・問合せ
※保険・選考方法等はお問合せください
※任用形態によって併願できない場合があります

市立保育所の保育士
1保育業務2平日３～５日で午前８時～午後６時のうち３～
７時間3保育士資格、普通自動車運転免許4若干名5時給
１,100 円 6 履歴書に資格証等の写しを添えて申込先へ持参
または郵送7７月 16 日（火）まで8子育てゆめるん課☎

43-5219

市立保育所延長保育の保育士
1延長保育2平日 5 日で午前 7 時～ 10 時（市・神代保育
所のみ）、午後４時～ 6時、午後４時～ 7 時（市・神代保育所
のみ）3保育士資格、普通自動車運転免許5時給 1,200 円
4678上記と同じ

市立保育所の調理員
1調理業務2平日の午前８時 30 分～午後３時 30 分、土曜
日の午前８時～正午3調理師資格、普通自動車運転免許4１
人5時給１,000 円 678上記と同じ

　

南
あ
わ
じ
市
の

子
育
て
に
関
す
る

情
報
・
サ
ー
ビ
ス

等
を
ま
と
め
た
「
子

育
て
支
援
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
２
０
１
９
年
度
版
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

国
や
県
、
市
の
子
育
て
支
援
事
業
等
に
つ
い
て
、

「
妊
娠
が
わ
か
っ
た
ら
」「
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た

ら
」「
乳
幼
児
の
子
育
て
支
援
」
な
ど
の
各
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
助
成
制
度
や
支
援
サ
ー
ビ

ス
が一覧
で
き
、
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
巻
末
に
は
、
親

子
で
お
出
か
け
で
き
る
市
内
の
公
共
施
設
が
わ
か

る
「
お
で
か
け
マ
ッ
プ
」
が
つ
い
て
い
ま
す
。

　
市
役
所
・
各
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
・
図
書
館
や

市
内
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
設
置
し
て
い

ま
す
。
ご
自
由
に
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

2019 年度版
子育て支援ハンドブックの発行

問子育てゆめるん課☎ 43-5219

お知
らせ

子
育
て
応
援
優
待
カ
ー
ド
事
業

　
満
18
歳
未
満
の
お
子
様
を
１
人
以
上
養
育
し
て
い

る
ご
家
庭
に
「
ゆ
め
る
ん
カ
ー
ド
」
を
発
行
し
て
い

ま
す
。
市
内
協
賛
店
に
「
ゆ
め
る
ん
カ
ー
ド
」
を
提

示
す
る
と
、
様
々
な
特
典
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
協
賛
店
ス
テ
ッ
カ
ー
が
目
印
で
す
。

　
カ
ー
ド
の
交
付
・
再
発
行
に
つ
い
て
は
、
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

▽
特
典
例　
ポ
イ
ン
ト
加
算
、
景
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど

▽
協
賛
店　
55
店
舗
（
6
月
18
日
現
在
）

※
協
賛
店一覧
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問子育てゆめるん課☎ 43-5219

ゆめるんカードを
ご存じですかお知

らせ

（公社）南あわじ市シルバー人材センター
　〒656-0122　南あわじ市広田広田1064番地（旧緑庁舎1階）

  TEL ／ 0799-45-0171    FAX ／ 0799-45-1814

○植木剪定　○農作業　○除草・草刈　○軽作業
○清掃　　　○大工・左官仕事　　　○施設管理
○毛筆筆耕　○生活支援（掃除・洗濯）など

みなさんのお役に立ちます !                             
                        お気軽にお電話下さい

入会説明会のご案内
日時　7月10日（水）午後1時 30分～
場所　南あわじ市シルバー人材センター（旧緑庁舎）２階

出張入会説明会のご案内
日時　7月24日（水）午後1時 30分～
場所　湊地区公民館　1階　第４会議室

60歳以上のみなさん
シルバー会員になってみませんか?

　県・市からの防災情報を受け取れる
「ひょうご防災ネット」のアプリ版が公
開されました。

主な機能　避難情報や気象情報などの
通知、避難場所の地図検索、12 外国語
対応、音声読み上げなど
利用方法　「App Store」または

「Google Play」からダウンロード
問ひょうご防災ネットサポートセンター
　   support@bosai.net

ひょうご防災ネット
（スマートフォンアプリ）について

事務職
10人
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松井開発運輸株式会社
「安心・安全・信頼」の解体工事はお任せください！！

南あわじ市湊１３５４　ＴＥＬ 0799-36-5078

お気軽に
ご相談を…
※お見積もりは無料です

検 索

～ 新しい夢の『はじまり』を創るために ～ 従業員募集中！

保険料額決定通知書と後期高齢者医療被保険者証の送付
後期高齢者医療制度・介護保険制度 問長寿・保険課☎ 43-5217

　
平
成
31
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決
定

通
知
書
お
よ
び
介
護
保
険
料
額
決
定
通
知
書
を
７

月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

お
よ
び
介
護
保
険
制
度
で
は
、
被
保
険
者
一人
ひ

と
り
に
保
険
料
を
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

保
険
料
の
支
払
い
方
法
は
次
の
通
り

❶
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）

　

年
金
支
給
時
に
あ
ら
か
じ
め
差
し
引
か
れ
ま

す
。

❷
普
通
徴
収
（
納
付
書
か
口
座
振
替
で
の
支
払
い
）

▽
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　
７
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
毎
月
納
付
い
た
だ
き

ま
す
。

▽
介
護
保
険
制
度

　
８
月
か
ら
偶
数
月
に
納
付
い
た
だ
き
ま
す
。

介
護
保
険
料
額
に
つ
い
て

　
10
月
か
ら
消
費
税
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
予
定
で

す
が
、
そ
れ
に
伴
い
住
民
税
非
課
税
世
帯
（
保
険

料
所
得
段
階
１
～
３
段
階
）
の
人
の
介
護
保
険
料

が
公
費
に
よ
っ
て
軽
減
さ
れ
ま
す
。
手
続
き
は
不

要
で
す
。
ま
た
、
特
別
徴
収
の
人
は
、
今
回
か
ら

決
定
通
知
書
に
翌
年
度
仮
徴
収
額
を
記
載
し
ま
す

の
で
、
毎
年
４
月
に
送
付
し
て
い
た
仮
徴
収
額
通

知
書
は
来
年
度
か
ら
送
付
し
ま
せ
ん
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

被
保
険
者
証
は
７
月
下
旬
送
付

　
被
保
険
者
証
の
更
新
時
期
は
毎
年
８
月
１
日
で

す
。
７
月
下
旬
に
新
し
い
被
保
険
者
証
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
８
月
１
日
か
ら
新
し
い
被
保
険
者
証

を
医
療
機
関
等
の
窓
口
で
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
保
険
料
の
納
付
状
況
に
よ
っ
て
は
、
有
効

期
間
が
短
い
被
保
険
者
証
（
短
期
被
保
険
者
証
）

を
送
付
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

お知
らせ

社会福祉法人　淡鳳会
「福祉の里」開設職員 大募集

◎問合せ先　社会福祉法人  淡鳳会  (福榮まで)　
　　　　　　☎0799-25-3800

6月1日オープンの施設で働きませんか

　◎職種　　・介護職員　(未経験者も歓迎します)
　　　　　　・看護師・准看護師　・食堂の賄いスタッフ

　
兵
庫
県
洲
本
土
木
事
務
所

で
は
、「
土
砂
災
害
警
戒
区

域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防

止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
き
、
急
傾
斜
地

の
崩
壊
な
ど
で
建
築
物
に
損

壊
が
生
じ
、
住
民
に
著
し
い

危
害
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ

る
区
域
を
指
定
す
る
た
め
の

基
礎
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
調
査
で
は
地
形
状
況
を
把

握
す
る
た
め
に
、
住
民
の
皆

様
の
土
地
に
立
ち
入
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
調
査
期
間　
７
月
上
旬
～

12
月
下
旬

　
午
前
９
時
～
日
没
ま
で

▽
調
査
会
社　
ア
ジ
ア
航
測

株
式
会
社

※
調
査
は
コ
ン
サ
ル
事
業
者

が
行
い
ま
す
。
調
査
に
際

し
て
は
淡
路
県
民
局
発

行
の
身
分
証
明
書
を
携

帯
し
て
い
ま
す

▽
作
業
内
容　

地
形
や
地

質
、
植
生
状
況
、
周
辺
の

土
地
利
用
な
ど
を
現
地

確
認

▽
調
査
範
囲　

旧
緑
町
地

域
、
旧
三
原
町
地
域
、
旧

西
淡
町
地
域

土砂災害特別警戒区域
指定のための現地調査

問県洲本土木事務所河川砂防課☎22-3541

案内

　
政
治
倫
理
条
例
に
基
づ
く

調
査
請
求
に
係
る
調
査
等
を

行
う
政
治
倫
理
審
査
会
の
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
人
数　
１
人

▽
応
募
資
格　
次
の
❶
～
❹

の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す

人
。
❶
市
の
選
挙
権
を
有

す
る
❷
現
職
の
県
・
市
議

会
議
員
、
市
職
員
で
な
い

❸
市
の
他
の
附
属
機
関
の

公
募
委
員
で
は
な
い
❹
暴

力
団
員
で
は
な
い

▽
応
募
方
法　

申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、「
政

治
倫
理
条
例
の
市
政
に
与

え
る
効
能
」
を
テ
ー
マ
に

８
０
０
字
以
内
の
小
論
文

（
書
式
自
由
）
を
添
え
て
総

務
課
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

▽
選
定
方
法　
審
査
委
員
会

に
お
い
て
委
員
候
補
者
決

定
後
、
市
長
と
市
議
会
が

協
議
し
、
委
員
に
委
嘱

▽
応
募
期
限　

７
月
31
日

（
水
）
午
後
５
時
（
必
着
）

▽
任
期　

10
月
１
日
～
令
和

３
年
９
月
30
日

政治倫理審査会委員
候補者の募集

問総務課☎ 43-5001

募集

　
保
険
料
を
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、
万一、
障
害
や

死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害

基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
保
険
料
の
納
付

が
免
除
・
猶
予
と
な
る「
保
険
料
免
除
制
度
」や「
納

付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、
市
役
所
総
合

窓
口
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

令
和
元
年
度
の
免
除
等
の
受
付
は
7
月
１
日
か

ら
開
始
さ
れ
、
7
月
分
～
令
和
２
年
6
月
分
ま
で

の
期
間
を
対
象
と
し
て
審
査
し
ま
す
。
審
査
は
、

住
民
税
の
申
告
内
容
を
も
と
に
行
い
ま
す
の
で
、
所

得
の
申
告
を
忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

免
除
の
申
請
は
、
過
去
２
年
（
申
請
月
の
２
年
１
ヵ

月
前
の
月
分
）ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
経

済
的
に
困
難
に
な
っ
た
も
の
の
、
申
請
を
忘
れ
て
い

た
た
め
に
未
納
期
間
を
有
し
て
い
る
人
は
、
市
役

所
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
明
石
年
金
事
務
所
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
４
月
か
ら
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

の
期
間
を
対
象
と
し
た
産
前
産
後
期
間
の
保
険
料

免
除
制
度
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

明
石
年
金
事
務
所
管
内
出
張
年
金
相
談

▽
日
時　
８
月
22
日
（
木
）

　
午
前
10
時
15
分
～
午
後
３
時
15
分

▽
場
所　
洲
本
市
文
化
体
育
館

▽
受
付
期
間　
７
月
16
日（
火
）～
８
月
13
日（
火
）

※
満
席
に
な
り
次
第
受
付
終
了

▽
受
付
方
法　
明
石
年
金
事
務
所
へ
電
話
で
お
申

込
く
だ
さ
い

国民年金保険料免除等の申請について
問明石年金事務所☎ 078-912-4983

案内

今月の納税
　　国民健康保険税 ・・・・・【 　１　期 】
　　固定資産税・・・・・・・・・【２期】

納期限　７月3１日(水)
《納期内に忘れず納付しましょう》

問税務課☎43-5213

　
シ
ニ
ア
世
代
が
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
能
力
や
経
験
を

生
か
し
、
人
手
不
足
で
悩
む

施
設
な
ど
で
活
動
し
、
そ
の

謝
礼
と
し
て
付
与
さ
れ
る
お

も
い
や
り
ポ
イ
ン
ト
。貯
ま
っ

た
ポ
イ
ン
ト
は
市
内
の
商
店

で
使
え
る
商
品
券
等
に
交
換

で
き
ま
す
。
活
動
に
か
か
る

説
明
会
を
毎
月
開
催
し
て
い

ま
す
の
で
、
多
く
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
市
民
協
働
課
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

お知
らせ

問市民協働課生涯活躍推進室☎ 43-5244

「おもいやりポイント制度」
会員登録説明会

高齢者等元気活躍推進事業

　
福
良
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

（
公
民
館
）
の
耐
震
改
修
工

事
を
実
施
し
ま
す
。

　
利
用
者
の
安
全
確
保
の
た

め
７
月
１
日
よ
り
休
館
と
な

り
ま
す
。
工
期
は
約
１
年
間

の
予
定
で
、
そ
の
間
の
対
応

は
下
表
の
と
お
り
と
な
り
ま

す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

福良地区公民館耐震改修
工事に伴う移転について

問教育総務課☎43-5230

特設サイト
二次元コード

お知
らせ

業務内容 移転場所 問合せ先

市民交流センター
（公民館）業務

市立図書館
１階展示室（※）

福良市民交流
センター
☎ 50-3048

避難所（風水害時） 福良小学校校舎１階
うずしおルーム

危機管理課
☎ 43-5203

※市立図書館１階展示室は、期間中他の用途にご利用いただけません

開
催
日
時　
７
月
23
日（
火
）

　
午
後
２
時
～

場
所　
養
護
老
人
ホ
ー
ム
さ

く
ら
苑

対
象　

60
歳
以
上
の
市
民

や
、
60
歳
以
上
の
市
民
が

主
体
と
な
っ
た
団
体

※
「
お
も
い
や
り
ポ
イ
ン
ト

制
度
会
員
の
活
動
報
告
at

さ
く
ら
苑
」
を
同
時
開
催
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アリスホームドクター
南あわじ市北阿万筒井76-1

温かくなる春・夏はしろ
あり・羽アリの活動が活
発になり、最も被害が発
生しやすくなる時期です。
早めに点検を行い被害を
予防しましょう。☎0799-55-0800

※お気軽にお問合せ下さい。

淡路島のシロアリ防除・害虫駆除専門店

全島対応
いたします
全島対応
いたします

しろあり被害・拡大中!!

調査・
見積無料！

基準費用額は施設における平均的な費用を勘案して国が定めた費用額です。施設によっては、利用者負担額が基準費用額と異なる場合があります。

■基準費用額と自己負担限度額（1 日あたり） 単位：円

問長寿・保険課☎ 43-5217

区　分

居住費

食費従来型個室 多床室
ユニット
型個室

ユニット
型個室的
多床室特養 老健

療養等 特養 老健
療養等

基準費用額 1,150 1,640 840 370 1,970 1,640 1,380

第１段階
生活保護を受給している人

320 490 0 820 490 300
世帯全員（世
帯分離してい
る配偶者を含
む）が市町村
民税非課税

老齢福祉年金受給者

第２段階
本人の合計所得金額＋課税年金
収入額＋非課税年金収入額の合
計が 80 万円以下の人

420 490 370 820 490 390

第３段階 第 2 段階以外の人 820 1,310 370 1,310 1,310 650

介護保険制度
介護施設入所時の居住費と食費の軽減お知

らせ
　
介
護
保
険
施
設（
老
人
福
祉
施
設・

老
人
保
健
施
設・療
養
型
医
療
施
設・

介
護
医
療
院
）
に
入
所
し
て
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
場
合
、
条
件
を
満
た
し

て
認
定
を
受
け
れ
ば
、
居
住
費
（
滞

在
費
）
と
食
費
に
限
度
額
が
設
定
さ

れ
、
限
度
額
を
超
え
る
分
に
つ
い
て

は
介
護
保
険
か
ら
給
付
し
、
利
用
者

の
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

対
象
者　
次
の
❶
❷
の
条
件
を
満

た
す
人
❶
世
帯
全
員
（
世
帯
分
離

し
て
い
る
配
偶
者
含
む
）
が
市
町

村
民
税
非
課
税
❷
預
貯
金
等
が

単
身
１
０
０
０
万
円
以
下
、
夫
婦

２
０
０
０
万
円
以
下

※
収
入
等
の
段
階
に
応
じ
て
軽
減
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

申
請
方
法　
制
度
を
利
用
す
る
た

め
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
長

寿
・
保
険
課
に
あ
る
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
、
押
印
の
上
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

❶
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
印
不
可
）

❷
預
貯
金
通
帳
、
有
価
証
券
等
の　

　
写
し
（
夫
婦
の
場
合
は
２
人
分
）

※
現
在
、
制
度
を
利
用
し
て
い
る
人

へ
は
、
６
月
下
旬
に
更
新
書
類
を

送
付
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
利

用
す
る
場
合
は
申
請
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い

　介護保険制度では、通常１割から３割負担が原則
ですが、社会福祉法人等のサービス事業所で介護
サービス（施設サービス・ショートステイサービス・
デイサービス・ホームヘルプサービス）を利用する
場合、条件を満たして認定を受ければ利用者負担
が軽減されます。

■軽減を受けられる市内事業所

対象者　市町村民税非課税世帯の人で、次のすべ
ての条件を満たす人❶年間収入が単身世帯で150
万円、世帯員が１人増えるごとに50万円を加算した
額以下であること❷預貯金額が単身世帯で350万
円、世帯員が１人増えるごとに100万円を加算した
額以下であること❸世帯がその居住用の家屋、その
他日常生活に必要な資産以外に利用できる資産を有
しないこと❹負担能力のある親族に扶養されていな
いこと❺介護保険料を滞納していないこと
軽減額　利用者負担額の 25％、老齢福祉年金受
給者は50％軽減
申請方法　制度を利用するためには申請が必要です。
長寿・保険課にある申請書に必要事項を記入、押
印の上、提出してください。
申請に必要なもの
・印鑑（スタンプ印不可）
・預貯金通帳（世帯全員分）の写し
・健康保険証（後期高齢者医療・国民健康保険以外の
人）

・年金証書または年金支給通知等
※現在、制度を利用している人へは、６月下旬に更新
書類を送付しています。引き続き利用する場合は申
請書を提出してください

 特別養護老人ホーム緑風館（広田）

 緑風デイサービスセンター（広田）

 みどりの家（広田）

 南あわじ市社会福祉協議会訪問介護事業所（広田）

 南あわじ市伊加利デイサービスセンター（伊加利）

 特別養護老人ホームどんぐりの里（松帆）

 どんぐりの里ショートステイ（松帆）

 どんぐりの里デイサービスセンター（松帆）

 幼老複合型うぃず（松帆）

 地域密着型介護老人福祉施設　いちごの家・楽園おのころ（榎列）

 特別養護老人ホーム翁寿園（八木）

 特別養護老人ホーム「太陽の家」( 八木）

 特別養護老人ホーム「太陽の家」短期入所生活介護事業所（八木）

 平成ホームヘルパーステーション（八木）

 老人デイサービスセンター「ケアセンター太陽の家」（八木）

 三原デイサービスセンターやすらぎ（八木）

 やすらぎ訪問介護事業所（神代）

 地域密着型特別養護老人ホーム太陽の家ウエスト（神代）

 特別養護老人ホームすいせんホーム（賀集）

 南淡デイサービスセンターやすらぎ（賀集）

 小規模多機能施設風らん（賀集）

お知
らせ 介護保険制度

社会福祉法人等による利用者負担軽減措置
問長寿・保険課☎ 43-5217

【芸能部門】
　大正琴、コーラス、郷土芸能、舞踊など
■日時　７月７日（日）午前１０時～
■場所　中央公民館２階大ホール

【カラオケ部門】
■日時　７月６日（土）午後０時３０分～
■場所　中央公民館２階大ホール

【展示部門】
中央公民館（午前９時～午後５時）
写真：７月 ３日（水）～  ７日（日）
盆栽：７月 ６日（土）～  ７日（日）
手工芸・文芸
　　：７月 １０ 日（水）～ １5 日（月）
書道：７月 １8 日（木）～ 22 日（月）

南あわじ市ふれあい文化芸能祭
問南あわじ市文化協会事務局（中央公民館内☎ 43-5038）

問県市町村振興協会
　☎ 078-322-1151

　サマージャンボ宝くじの売
上金の約４割は、県内市町の住
み良いまちづくりに活用されて
います。売上金は、各都道府県
の販売実績等に応じて交付され
ますので、ぜひ、兵庫県内の宝
くじ売り場でお買い求めくださ
い。
発売期間　７月２日（火）
　～８月２日（金）

案内

特定医療費（指定難病）
受給者証更新交付申請手続き
問洲本健康福祉事務所地域保健課☎26-2060

対
象
者

　
有
効
期
間
が
令
和
元
年
10
月
31
日

ま
で
の
特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）

受
給
者
証
を
お
持
ち
の
人
で
、
引
き

続
き
受
給
者
証
の
交
付
を
希
望
さ
れ

る
人

更
新
申
請
受
付

　
８
月
16
日
（
金
）
ま
で

※
10
月
31
日
（
木
）
ま
で
更
新
申
請

の
受
付
は
可
能
で
す
が
新
し
い
受

給
者
証
の
発
送
は
11
月
以
降
と
な

り
ま
す

申
請
受
付
窓
口

　
洲
本
健
康
福
祉
事
務
所
地
域
保
健

課
指
定
難
病
担
当

お知
らせ

住基ネット関連業務の
停止について

問総合窓口センター☎ 43-5212

　

関
連
機
器
の
更
改
作
業
の
た
め
、

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
（
住
基
ネ
ッ
ト
）
を
利
用
し
た

サ
ー
ビ
ス
を
停
止
し
ま
す
。
ご
不
便

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

停
止
す
る
日
時

　
７
月
５
日
（
金
）
終
日

停
止
す
る
業
務

　
広
域
交
付
住
民
票
の
発
行
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
（
住
基
）
カ
ー
ド
を
利
用

し
た
転
入
届
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
交
付
・
住
所
等
の
変
更
、
公
的

個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
、
個
人
番
号
の

生
成

お知
らせ



お知らせ
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陸の港西淡前より徒歩 1 分
西淡三原ＩＣから車で３分 南あわじ斎場

葬儀・仏壇・墓石・ギフト

株 式 会 社 神 戸 未 来
〒 656-0322 南あわじ市志知鈩 466-1
TEL：0799-36-0033　 FAX：0799-36-0053

（市内割引致します）

無料

※特定同一世帯所属者…国民健康保険から後期高齢者医療制度に移行し、引き続
き国民健康保険被保険者と同じ世帯の人（世帯主が変わった場合は非該当）

※課税所得金額…前年中の総所得金額等から基礎控除（33 万円）を差し引いた金額

【表２】平成 31 年度の軽減世帯対象範囲の拡大

【表１】平成 31 年度の税率等　　　　　　　　※税率・金額の（）内は昨年度

平成 31 年度の国民健康保険税の税率等を決定

固定資産税の納税通知書をご確認ください

問税務課☎ 43-5213

問税務課☎ 43-5213

お知
らせ

お知
らせ

医療保険分
（0 ～ 74 歳）

後期高齢者
支援金等分 

（0 ～ 74 歳）
介護保険分

（40 ～ 64 歳）

所得割 
（課税所得金額※×税率）

7.4％
（7.7％）

2.82%
（2.52%）

2.0%
（1.7%）

資産割 
（固定資産税額×税率）

15.0%
（18.0％）

5.0%
（6.0%）

2.5%
（3.0％）

均等割 
（１人あたり）

2 万 6,500 円
（2 万 6,500 円）

7,400 円
（7,400 円）

8,000 円
（8,000 円）

平等割 
（１世帯あたり）

2 万 4,600 円
（2 万 4,600 円）

6,600 円
（6,600 円）

4,100 円
（4,100 円）

課税限度額 61 万円
（58 万円）

19 万円
（19 万円）

16 万円
（16 万円）

　
平
成
31
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
率

等
が
決
ま
り
ま
し
た
【
表
１
】。
税
率

お
よ
び
課
税
限
度
額
が
昨
年
度
か
ら
変

更
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
所
得
の

低
い
人
に
対
す
る
保
険
税
軽
減
の
対
象

世
帯
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

◆
税
率
改
正
に
つ
い
て

　

将
来
的
な
県
下
保
険
税
率
の
統
一を

見
据
え
、
資
産
割
の
段
階
的
な
引
き
下

げ
、
医
療
保
険
分
と
支
援
金
等
分
の
過

不
足
を
調
整
、
不
足
し
て
い
た
介
護
保

険
分
の
引
き
上
げ
を
行
い
ま
し
た
。
な

お
、
低
所
得
者
層
に
配
慮
し
均
等
割
・

　
毎
年
１
月
１
日
現
在
で
市
内

に
固
定
資
産
（
土
地
・
家
屋
・

償
却
資
産
）
を
所
有
し
て
い
る
人

へ
５
月
（
今
年
度
は
５
月
10
日
）

に
固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書

を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
市
役
所
で
は
、
土
地
・
家
屋
の

所
有
権
移
転
等
の
現
況
把
握
に

努
め
て
い
ま
す
が
、
誤
っ
て
以
前

の
所
有
者
に
納
税
通
知
書
を
送

付
し
、
関
係
者
に
ご
迷
惑
を
か
け

る
ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
今 

一 

度
同
封

し
て
い
る
「
課
税
明
細
書
」
を
ご

覧
い
た
だ
き
、
ご
自
身
の
固
定
資

産
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
内

容
で
お
気
づ
き
の
点
が
あ
れ
ば
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
同一人
が
所
有
す
る
土
地
、家
屋
、

償
却
資
産
の
そ
れ
ぞ
れ
の
課
税

標
準
額
の
合
計
額
が
基
準
に
満

た
な
い
場
合
は
、
固
定
資
産
税

が
課
税
さ
れ
な
い
た
め
、
納
税

通
知
書
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん

主
な
チ
ェッ
ク
ポ
イ
ン
ト

❶
お
持
ち
の
固
定
資
産
（
土
地
・

家
屋
）
が
す
べ
て
記
載
さ
れ

て
い
る
か
。

❷
平
成
30
年
以
前
に
取
り
壊
し

た
家
屋
や
所
有
者
を
変
更
し

た
固
定
資
産
が
記
載
さ
れ
て

い
な
い
か
。
た
だ
し
、
未
登

記
家
屋
は
届
出
が
必
要
で
す
。

平
等
割
は
据
え
置
い
て
い
ま
す
。

◆
所
得
の
低
い
人
に
対
す
る
保
険
税

軽
減
の
対
象
世
帯
を
拡
大
【
表
２
】

　

前
年
中
（
平
成
30
年
１
月
～
12
月
）

の
総
所
得
金
額
等
の
合
計
が
国
の
定
め

る
基
準
額
を
下
回
る
世
帯
に
つ
い
て
、
均

等
割
額
と
平
等
割
額
の一部
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。
平
成
31
年
度
か
ら
は
５
割
お
よ

び
２
割
の
軽
減
対
象
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

◆
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
（
天
引
き
）

で
納
付
す
る
世
帯

　
申
請
に
よ
り
口
座
振
替
へ
変
更
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

５割軽減の拡大
改正前 33万円＋27.5万円 ×（被保険者数＋特定同一世帯所属者数＊）
改正後 33万円＋28万円 ×（被保険者数＋特定同一世帯所属者数＊）

２割軽減の拡大
改正前 33万円＋50万円 ×（被保険者数＋特定同一世帯所属者数＊）
改正後 33万円＋51万円 ×（被保険者数＋特定同一世帯所属者数＊）

　
西
淡
志
知
小
学
校
と
三
原

志
知
小
学
校
が
統
合
し
、
令

和
２
年
４
月
１
日
に
「
志
知

小
学
校
」
が
開
校
す
る
予
定

で
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
校
歌

の
歌
詞
を
公
募
し
ま
す
。

▽
応
募
要
件　
❶
地
域
性
が

感
じ
取
ら
れ
、
心
豊
か
な

児
童
を
育
む
校
歌
に
ふ
さ

わ
し
い
内
容
で
あ
る
こ
と

❷
歌
詞
が
３
番
ま
で
あ
る

こ
と
❸
自
作
で
未
発
表
の

も
の
で
あ
る
こ
と

▽
対
象
者　

市
内
在
住
ま
た

は
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人

▽
応
募
方
法　
Ａ
４
程
度
の

紙
に
歌
詞
を
書
き
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記

し
、
学
校
教
育
課
へ
郵
送

▽
応
募
期
限　

８
月
16
日

（
金
）
必
着

※
応
募
作
品
の
取
り
扱
い
や

入
賞
作
品
の
賞
品
な
ど
、

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
（
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
）

「志知小学校」
校歌の歌詞を募集

問学校教育課☎ 43-5231

募集

お知
らせ

問 eo 光移行相談センター☎ 0120-002-182

　
市
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
サ
ー
ビ
ス
が
終

了
す
る
令
和
２
年
３
月
31
日
が
迫
っ
て
い

ま
す
。
テ
レ
ビ
を
視
聴
で
き
な
い
期
間
が

生
じ
な
い
よ
う
、
切
替
手
続
き
が
お
済
み

で
な
い
人
は
、
手
続
き
を
お
急
ぎ
く
だ
さ

い
。

　
eo
サ
ー
ビ
ス
へ
の
切
替
に
は
、
申
込
か

ら
数
カ
月
必
要
で
す
。
サ
ー
ビ
ス
終
了
ま

で
に
工
事
を
完
了
い
た
だ
く
た
め
、
至
急

お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

　
来
年
４
月
以
降
テ
レ
ビ
を
視
聴
さ
れ
な

い
場
合
に
は
、
解
除
手
続
き
書
類
を
お
送

り
し
ま
す
の
で
、
さ
ん
さ
ん
ネ
ッ
ト
（
☎

43
・
２
３
４
５
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

eo
サ
ー
ビ
ス
切
替
後
の
連
絡
先

　
※
年
中
無
休

❶
eo
サ
ー
ビ
ス
障
害
発
生
時

　
☎
０
１
２
０・９
１
９・１
５
１

　
午
前
９
時
～
午
後
９
時

❷
eo
南
あ
わ
じ
市
限
定
コ
ー
ス

　（
地
上
波
テ
レ
ビ
）
障
害
発
生
時

　
☎
０
１
２
０・９
９
３・０
７
４

　
午
前
９
時
～
午
後
９
時

❸
【
夜
間
】
eo
サ
ー
ビ
ス
障
害
時

　
☎
06
・
７
５
０
１・８
６
１
７

　
午
後
９
時
～
午
前
９
時

eo
サ
ー
ビ
ス
申
込
に
係
る
連
絡
先

　
☎
０
１
２
０・０
０
２・１
８
２

　
午
前
10
時
～
午
後
７
時 

　
※
土
日
祝
日
含
む

　
住
民
税
非
課
税
者
・
３
歳

未
満
児
子
育
て
世
帯
主
を
対

象
と
し
た
、
南
あ
わ
じ
市
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
発
行

す
る
に
あ
た
り
、
取
扱
店
を

募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、
商
品
券
の
概
要
・

申
請
方
法
等
に
つ
い
て
は
広

報
８
月
号
に
掲
載
予
定
で

す
。

▽
申
込
方
法　
希
望
さ
れ
る

事
業
者
は
、
申
込
書
に
業

種
・
本
社
住
所
・
事
業
者

名
・
代
表
者
名
・
取
扱
事

南あわじ市プレミアム付
商品券の取扱店を募集

問商工観光課☎ 43-5221

募集

業
所
の
所
在
地
・
事
業
所

名
・
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

を
記
入
の
上
、
商
工
観
光

課
に
持
参
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

郵
送
で
提
出

※
詳
細
、
申
込
書
の
様
式
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

（
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
）

▽
申
込
期
限　

７
月
19
日

（
金
）

～ さんさんネットのサービス終了まで約 9 カ月です ～
ケーブルテレビの切替工事のお手続きをお急ぎください！
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▽
場
所
　
洲
本
市
立
文
化
体
育
館

▽
対
象
　
島
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
で
高
校
生
以
上
の
人

▽
定
員
　
40
人

▽
受
講
料
　
５
０
０
円（
全
３
回
分
）

※
各
回
と
も
開
講
日
の
３
日
前
ま

で
に
事
前
申
込
が
必
要

問
（
一
財
）
淡
路
島
く
に
う
み
協
会

　
☎
24
・
２
０
０
１

第
１
回
淡
路
島
く
に
う
み
講
座

▽
日
時
　
８
月
10
日（
土
）

　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

▽
場
所
　
洲
本
市
文
化
体
育
館

▽
内
容
　
わ
た
し
の
創
造
の
源
～

淡
路
島
か
ら
未
来
を
つ
く
る
～

（
対
談
形
式
）

▽
講
師
　
清
川
あ
さ
み
氏

▽
定
員
　
５
０
０
人（
要
申
込
）

※
受
講
無
料

▽
申
込
締
切
　
８
月
２
日（
金
）

問
（
一
財
）
淡
路
島
く
に
う
み
協
会

　
☎
24
・
２
０
０
１

第
16
期
こ
こ
ろ
豊
か
な
人
づ
く

り
５
０
０
人
委
員
育
成
事
業

　
青
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
の

受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
時
期
　
８
月
～
令
和
３
年
３
月

▽
内
容
　
地
域
セ
ミ
ナ
ー
受
講
、

地
域
交
流
活
動
参
加
等

※
受
講
無
料

▽
募
集
締
切
　
７
月
31
日
（
水
）

問
淡
路
青
少
年
本
部

　
☎
26
・
２
０
４
８

「
の
じ
ぎ
く
文
芸
賞
」（
人
権
問

題
文
芸
作
品
）募
集

　
兵
庫
県
と
公
益
財
団
法
人
兵
庫

県
人
権
啓
発
協
会
で
は
、
人
権
問

題
に
関
す
る
内
容
が
書
か
れ
た
文

芸
作
品
（
小
説
、手
記
・
作
文
、詩
、

創
作
童
話
）
を
募
集
し
ま
す
。

▽
応
募
締
切
　
９
月
９
日
（
月
）

※
応
募
規
定
等
、
詳
し
く
は
同
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
（
公
財
）
兵
庫
県
人
権
啓
発
協
会

　
☎
０
７
８
・
２
４
２
・
５
３
５
５

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問

介
護
看
護
事
業
者
の
公
募

▽
参
加
表
明
期
限
　
７
月
31
日
（
水
）

※
応
募
要
件
等
の
詳
細
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
長
寿
・
保
険
課
☎
43
・
５
２
１
７

消
防
職
員
の
募
集

▽
職
種
　
消
防
職

▽
採
用
予
定
人
員
　
男
女
問
わ
ず

４
人
程
度

▽
試
験
日
　
第
１
次
試
験
９
月
22

日
（
日
）、
第
２
次
試
験
10
月

下
旬

▽
受
付
期
間
　
８
月
１
日
（
木
）

の
人
も
歓
迎
）

※
参
加
無
料
。カ
ジ
ュ
ア
ル
な
服
装

で
ご
参
加
く
だ
さ
い

問
ふ
る
さ
と
創
生
課
☎
43
・
５
２
０
５

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

▽
日
時
　
８
月
２
日
（
金
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

▽
場
所
　
働
く
婦
人
の
家

▽
定
員
　
20
人

▽
申
込
締
切
　
７
月
26
日
（
金
）

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

問
南
あ
わ
じ
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー（
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

☎
44
・
３
０
０
７

障
害
理
解
促
進
研
修

▽
日
時
　
７
月
30
日
（
火
）

　
午
後
１
時
30
分
～

▽
内
容
　
❶
講
演
❷
ブ
ラ
イ
ン
ド

サ
ッ
カ
ー
体
験

▽
場
所
　
❶
淡
路
市
防
災
あ
ん
し

ん
セ
ン
タ
ー
❷
生
穂
新
島
運
動

公
園
フ
ッ
ト
サ
ル
場

▽
申
込
締
切
　
７
月
19
日
（
金
）

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

問
淡
路
市
地
域
福
祉
課

　
☎
０
７
９
９
・
64
・
２
５
１
０

　
F

 

０
７
９
９
・
64
・
２
５
６
４

俳
句
入
門
講
座

　
俳
句
の
基
礎
知
識
や
歴
史
、
作
り

方
等
を
３
回
に
分
け
て
学
び
ま
す
。

▽
日
時
　
７
月
12
日
、
19
日
、
26
日

の
金
曜
日
、
午
後
２
時
～
４
時

16

情
報
瓦
ば
ん

緑
霊
苑
墓
地
の
使
用
者
募
集

　
一
区
返
還
の
た
め
、
新
た
な
使

用
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
資
格
　
市
の
住
民
基
本
台
帳
に

申
請
前
６
カ
月
以
上
記
録
さ
れ

て
い
る
人
、
市
に
本
籍
ま
た
は

墓
地
を
有
す
る
人

※
市
税
滞
納
者
は
申
込
不
可

▽
受
付
期
間
　
７
月
１
日
（
月
）

～
31
日
（
水
）
の
平
日

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
詳

し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

問
環
境
課
☎
43
・
５
２
１
４

姉
妹
都
市
・
友
好
市
町
と
の

交
流
派
遣
団
体
の
募
集

　
国
内
の
姉
妹
都
市
・
友
好
市
町

と
の
交
流
事
業
を
実
施
す
る
団
体

に
派
遣
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

▽
対
象
団
体
　
所
在
地
お
よ
び
活

動
拠
点
が
市
内
に
あ
り
、
小
学

就
学
年
齢
以
上
の
市
民
5
人
以

上
で
構
成
さ
れ
る
団
体

▽
申
込
締
切
　
７
月
31
日
（
水
）

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

問
総
務
課
秘
書
室
☎
43
・
５
０
０
１

～
15
日
（
木
）

▽
受
験
資
格
　
平
成
５
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
高

等
学
校
を
卒
業
し
た
人
ま
た
は

令
和
２
年
３
月
高
等
学
校
を
卒

業
見
込
み
の
人

▽
申
込
書
　
最
寄
り
の
消
防
署

（
分
署
・
出
張
所
を
含
む
）
と
、

消
防
本
部
総
務
課
で
配
布

※
申
込
書
の
請
求
な
ど
詳
し
く
は

お
問
合
せ
く
だ
さ
い

問
淡
路
広
域
消
防
事
務
組
合
消
防

本
部
総
務
課
☎
24
・
０
２
７
１

淡
路
広
域
水
道
企
業
団
職
員

の
募
集

▽
職
種
　
一
般
職
（
企
業
職
）

▽
採
用
予
定
人
員
　
若
干
名

▽
試
験
日
　
第
１
次
試
験
９
月
22

日
（
日
）、
第
２
次
試
験
11
月

中
旬

▽
受
付
期
間
　
７
月
22
日
（
月
）

～
８
月
２
日
（
金
）

※
受
験
資
格
な
ど
、
詳
し
く
は
同

企
業
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(http://

aw
aji-suido.jp/)

を
ご
覧
く

だ
さ
い

問
淡
路
広
域
水
道
企
業
団
総
務
課

☎
42
・
５
８
９
６

文
化
体
育
館
の
講
習
会
等
の

受
講
者
募
集

◆
初
回
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
利
用
す

る
場
合
、
初
回
の
み
講
習
会
を
受

講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
対
象
者
　
16
歳
以
上

▽
受
講
料
　
５
０
０
円
（
市
内
）

※
次
回
利
用
よ
り
２
０
０
円
（
市
内
）

▽
定
員
　
６
人
（
要
予
約
）

▽
講
習
時
間
　
約
１
時
間

▽
日
時
　
７
月
11
日
（
木
）
の
午

後
６
時
と
午
後
７
時
か
ら
、
25

日
（
木
）
の
午
後
６
時
と
午
後

７
時
か
ら

※
子
ど
も
連
れ
の
受
講
は
不
可

問
文
化
体
育
館
☎
50
・
５
０
７
７

ハ
ッ
ピ
ー
応
援
団
お
た
す
け
隊

「
出
会
い
塾
」参
加
者
募
集

　
忙
し
い
ご
本
人
に
代
わ
り
、
親

御
さ
ん
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

ハ
ッ
ピ
ー
応
援
団
お
た
す
け
隊
の

相
談
員
が
、
結
婚
機
運
を
高
め
る

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

▽
日
時
　
７
月
21
日
（
日
）、
22
日

（
月
）　
午
前
11
時
～
午
後
６
時

▽
場
所
　
ホ
テ
ル
＆
リ
ゾ
ー
ツ
南

淡
路
　
喫
茶
ラ
ウ
ン
ジ

▽
参
加
要
件
　
独
身
の
人
の
親

▽
参
加
費
　
１
０
０
０
円

※
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要

問
同
応
援
団
お
た
す
け
隊（
出
田
）

　
☎
０
９
０
・
１
１
５
７・
２
９
９
１

美み

な菜
恋こ

い
こ
い来
屋や

出
荷
者
の
募
集

　
美
菜
恋
来
屋
で
は
出
荷
者
（
生

鮮
野
菜
・
加
工
品
）
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
淡
路
島
内
外
の
人
に
自

慢
の
出
荷
物
を
提
供
し
て
南
あ
わ

じ
市
（
淡
路
島
）
を
共
に
盛
り
上

げ
ま
せ
ん
か
？
詳
し
く
は
美
菜
恋

来
屋
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
電

話
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
美
菜
恋
来
屋
☎
43
・
３
７
５
１

金
婚
夫
婦
の
表
彰

　
南
あ
わ
じ
市
敬
老
事
業
に
お
け
る

「
金
婚
夫
婦
祝
福
」
の
申
請
を
受

付
し
ま
す
。

▽
対
象
　
昭
和
45
年
中
に
婚
姻
届

を
提
出
し
た
、
市
内
在
住
の
ご

夫
婦
（
昨
年
度
以
前
に
対
象
と

な
り
、
申
請
し
て
い
な
い
ご
夫

婦
も
可
）

▽
申
込
方
法
　
総
合
窓
口
セ
ン
タ

ー
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
記

入
し
、
戸
籍
謄
本
（
コ
ピ
ー
可
）

を
添
え
て
提
出

▽
申
請
期
限
　
７
月
31
日
（
水
）

▽
贈
呈
品
　
祝
状
（
額
入
り
）、

記
念
品（
贈
呈
日
は
後
日
連
絡
）

※
神
戸
新
聞
社
主
催
の
金
婚
夫
婦

祝
福
式
典
と
は
別
に
手
続
き
が

必
要

問
長
寿
・
保
険
課
☎
43
・
５
２
３
７

農
地
の
利
用
状
況
調
査

　
農
地
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
毎

年
７
月
～
９
月
に
農
業
委
員
や
職

員
が
見
回っ
て
耕
作
状
況
な
ど
を
調

査
し
ま
す
。
調
査
の
際
に
、
農
地
に

立
ち
入
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
耕
作
や
維
持
管
理
さ
れ
て
い
な

い
、
ま
た
は
そ
の
見
込
み
の
な
い
等

の
遊
休
農
地
は
、
固
定
資
産
税
が

課
税
強
化
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。適
切
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
43
・
５
２
３
６

県
実
施
フ
ェニ
ッ
ク
ス
共
済（
建

物
共
済
）の
出
前
受
付

　
年
間
最
大
６
５
０
０
円
の
掛
金

で
、
す
べ
て
の
自
然
災
害
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

▽
日
時
　
７
月
８
日
（
月
）

　
午
前
９
時
～
正
午

▽
場
所
　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

▽
そ
の
他
　
申
込
み
に
は
、
銀
行
の

お
届
け
印
お
よ
び
口
座
番
号
が
必

要
（
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
可
）

問
危
機
管
理
課
☎
43
・
５
２
０
３

「
不
正
改
造
車
を
排
除
す
る
運

動
」強
化
月
間

　
不
正
改
造
車
は
、
安
全
を
脅
か

し
道
路
交
通
の
秩
序
を
乱
す
と
と

も
に
、
排
出
ガ
ス
に
よ
る
大
気
汚

染
や
騒
音
な
ど
の
環
境
悪
化
の
要

因
と
な
り
ま
す
。
車
両
の
安
全
確

保
・
環
境
保
全
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
危
機
管
理
課
☎
43
・
５
２
０
３

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

▽
期
間
　
７
月
15
日
（
月
・
祝
）

～
24
日
（
水
）

▽
重
点
項
目
　
子
ど
も
と
高
齢
者
の

交
通
安
全
、自
転
車
の
交
通
安
全
、

飲
酒
運
転
の
根
絶
、
全
て
の
座
席

の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

問
危
機
管
理
課
☎
43
・
５
２
０
３

く
ら
し
の
安
全・安
心
推
進

委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　
消
費
生
活
に
関
す
る
情
報
の
収

集
・
提
供
や
啓
発
活
動
、
相
談
窓

口
の
紹
介
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◆
く
ら
し
の
安
全・安
心
推
進
委
員

（
敬
称
略・順
不
同
）

　
稲
本
千
重
子
（
広
田
）、
衣
笠

重
幸
（
広
田
）、平
池
啓
子
（
倭

文
）、
西
畠
敏
子
（
松
帆
）、
菅

道
子（
丸
山
）、北
条
志
津
子（
八

木
）、
岩
口
光
代
（
倭
文
）、
松

﨑
え
み
子
（
賀
集
）、
松
坂
昭
代

（
潮
美
台
）、
海
部
忠
詳
（
潮

美
台
）、
阿
部
文
惠
（
阿
万
）

▽
任
期
　
平
成
31
年
４
月
１
日
～

令
和
３
年
３
月
31
日

問
市
民
協
働
課
☎
43
・
５
２
４
４

「
も
っ
た
い
な
い
」を「
あ
り
が
と

う
」に（
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
実
施
）

　
ご
家
庭
に
眠
っ
て
い
る
食
品
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
提
供
い
た
だ
い
た
食

品
を
、
島
内
フ
ー
ド
バン
ク
を
通
じ

て
必
要
な
人
や
場
所へ
届
け
ま
す
。

▽
日
時
　
７
月
18
日
（
木
）

　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

▽
場
所
　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

▽
提
供
い
た
だ
き
た
い
食
品
　
お

米
、
乾
麺
、
缶
詰
、
イ
ン
ス
タ

ン
ト
食
品
、
レ
ト
ル
ト
食
品
、

調
味
料
（
醤
油
、
食
用
油
）

※
消
費
・
賞
味
期
限
が
８
月
末
ま

で
の
も
の
、
期
限
切
れ
・
不
明

の
も
の
、
開
封
済
み
、
生
鮮
・

冷
凍
食
品
は
不
可

問
市
消
費
者
協
会
事
務
局
（
市
民

協
働
課
内
）
☎
43
・
５
２
４
４

下
水
道
区
域「
市
地
区
」で
拡
大

　
７
月
１
日
か
ら
十一ヶ
所
・
善
光

寺
各
地
区
の一部
で
下
水
道
が
利
用

で
き
ま
す
。

　
早
期
接
続
に
は
奨
励
金
が
あ
り

ま
す
の
で
、
下
水
道
整
備
が
完
了

し
て
い
る
地
域
に
お
住
ま
い
の
人
は
、

早
期
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
奨
励
金
　
下
水
道
の
供
用
開
始

後
公
共
ま
す
へ
の
つ
な
ぎ
込
み
が

１
年
以
内
３
万
２
４
０
円

　
２
年
以
内
１
万
５
１
２
０
円

　
３
年
以
内
７
５
６
０
円

問
下
水
道
課
☎
43
・
５
２
２
８

就
活
応
援
フェア
２
０
１
９

▽
日
時
　
８
月
10
日（
土
）

　
午
後
２
時
～
４
時

▽
場
所
　
吉
備
国
際
大
学
南
あ
わ

じ
志
知
キ
ャ
ン
パ
ス

▽
参
加
要
件
　
大
学
、短
大
、専
修

学
校
等
に
在
学
中
の
人
お
よ
び

島
内
事
業
所
へ
の
就
職
を
希
望

す
る
30
歳
未
満
の
人（
Ｕ
タ
ー
ン

17

お
知
ら
せ

募
　
集
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児
童
館
夏
休
み
イ
ベ
ン
ト

▽
募
集
人
数　

各
12
人

▽
申
込
締
切　

７
月
17
日
（
水
）

※
参
加
費
な
ど
詳
し
く
は
問
合
せ

問
児
童
館
☎
52
・
３
９
９
９

働
く
婦
人
の
家
イ
ベ
ン
ト

❶
布
ぞ
う
り
作
り
講
座（
要
予
約
）

▽
日
時　

７
月
17
日
（
水
）、21
日

（
日
）
の
２
日
間
、
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

▽
持
参
品　

不
要
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
・

バ
ス
タ
オ
ル
等
、
は
さ
み
、
30

㎝
定
規
、
洗
濯
ピ
ン
５
個

▽
材
料
費　

１
足
３
０
０
円

❷
元
気
の
出
る
講
座（
要
予
約・無
料
）

　

４
回
シ
リ
ー
ズ
の
１
回
目
で
す
。

▽
日
時　

７
月
28
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
11
時

▽
内
容　

心
の
色
を
カ
ラ
ー
診
断

し
、
自
分
と
対
話
し
な
が
ら
ス

ト
レ
ス
を
軽
減
し
、
明
日
へ
の

活
力
を
身
に
つ
け
る

▽
持
参
品　

12
色
の
色
鉛
筆
、
筆

記
用
具
等

▽
費
用　

１
０
０
円

◆
第
79
回・第
80
回
講
座

▽
日
時　

７
月
11
日（
木
）、25
日（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
費
用　

１
０
０
円

問
阿
波
お
ど
り
体
操
振
興
協
会

　
（
出
田
）
☎
55
・
１
１
１
１

公
開
講
座　
淡
路
島
の
偉
人

「
高
田
屋
嘉
兵
衛
」（
無
料
）

▽
日
時　

７
月
13
日
（
土
）

　

午
前
11
時
～
正
午

▽
場
所　

慶
野
松
原
荘

問
淡
路
島
の
偉
人
に
学
ぶ
実
行
委

員
会
（
佐さ
わ
た
り渡
）

　

☎
０
９
０
・
２
１
１
３
・
３
４
７
０

生
活
困
窮
者
の
相
談
事
業

▽
対
象
者　

市
内
在
住
で
経
済
的

な
問
題
な
ど
で
生
活
に
お
困
り

❶
❷
共
通

▽
申
込
締
切　

７
月
９
日
（
火
）

問
働
く
婦
人
の
家
☎
43
・
２
３
２
６

南
あ
わ
じ
市
学
校
保
健
会

講
演
会
（
無
料
・
手
話
通
訳
あ
り
）

▽
日
時　

７
月
６
日（
土
）

　

午
後
２
時
～

▽
場
所　

市
役
所
第
２
別
館

　

３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

▽
演
題　
「
楽
し
く
運
動
能
力
を

伸
ば
し
、怪
我
を
し
に
く
い
体
に

な
ろ
う
！
」～
リ
ズ
ム
ジ
ャ
ン
プ

を
通
し
た
取
り
組
み
～

※
実
技
あ
り
。動
き
や
す
い
服
装

や
靴
で
お
越
し
く
だ
さ
い

問
学
校
教
育
課
☎
43
・
５
２
３
１

淡
路
生
活
創
造
活
動
グ
ル
ー
プ

交
流
会
（
無
料
）

　

淡
路
文
化
会
館
の
淡
路
生
活
創

造
プ
ラ
ザ
を
拠
点
に
活
動
す
る
グ

ル
ー
プ
の
発
表
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時　

７
月
13
日（
土
）

　

午
後
０
時
50
分
～
４
時
30
分

▽
場
所　

淡
路
文
化
会
館

問
淡
路
文
化
会
館

　
☎
０
７
９
９
・
85
・
１
３
９
１

動
物
愛
護
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

小
学
生
動
物
写
生
大
会
（
無
料
）

▽
日
時　

７
月
30
日（
火
）午
前
10

時
～
午
後
２
時（
正
午
ま
で
受
付
）

※
悪
天
候
時
は
延
期

▽
場
所　

淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
・

の
人
（
生
活
保
護
を
受
け
て
い

る
人
は
除
く
） 

▽
事
業
内
容

❶
自
立
相
談
支
援
事
業

　

専
門
の
相
談
員
が
相
談
を
受
け

て
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
か

を
相
談
者
と
一
緒
に
考
え
、
具
体

的
な
支
援
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
自

立
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

❷
住
居
確
保
給
付
金

　
65
歳
未
満
で
、離
職
（
2
年
以
内
）

な
ど
に
よ
り
住
居
を
失
っ
た
人
、
ま

た
は
失
う
恐
れ
の
高
い
人
に
就
職
に

向
け
た
活
動
等
を
条
件
と
し
て一
定

期
間
、家
賃
相
当
額
を
支
給
し
ま
す
。

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
洲
本
巡
回
相
談

▽
内
容 

職
業
相
談
お
よ
び
職
業
紹
介

▽
対
象
者　

生
活
保
護
受
給
者
、

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
、住
居

確
保
給
付
金
受
給
者
お
よ
び
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
に
よ

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

問
淡
路
獣
医
師
会
事
務
局
（
淡
路

家
畜
保
健
衛
生
所
内
）

　

☎
45
・
２
４
１
１

陸
の
港
西
淡
ミ
ニ
写
真
展

　
慶
野
松
原
お
よ
び
沼
島
の
魅
力

あ
る
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

▽
期
間　

７
月
５
日（
金
）～
21
日

（
日
）

▽
場
所　

陸
の
港
西
淡
待
合
所

問
陸
の
港
西
淡
☎
36
・
４
４
２
２

里
山
基
地
の
活
動

▽
日
程　

７
月
14
日
（
日
）

▽
内
容　

樋
づ
く
り
、
そ
う
め
ん
流
し

問
Ａ
Ｇ
Ｎ
西
淡
（
武
田
）

　
☎
０
９
０
・
７
５
５
３
・
９
４
９
２

ラ
ジ
オ
工
作
教
室
（
無
料
）

▽
日
時　

７
月
28
日
（
日
）
午
前
９

時
40
分
～
、
午
後
０
時
40
分
～

▽
場
所　

大
阪
湾
海
上
交
通
セ
ン

タ
ー

▽
対
象　

小
学
４
～
６
年
生
お
よ

び
中
学
生

▽
定
員　

各
先
着
24
人

▽
応
募
締
切　

7
月
16
日
（
火
）

問
大
阪
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
７
９
９
・
82
・
３
０
５
０

第
４
回
フ
レ
ッ
シ
ュ
コ
ン
サ
ー
ト

▽
日
時　

７
月
15
日
（
月
・
祝
）

午
後
２
時
～

る
支
援
を
受
け
て
い
る
人

▽
日
時　

７
月
９
日（
火
）、23
日

（
火
）午
前
11
時
～
午
後
３
時

▽
場
所　

市
役
所
本
館

※
事
前
申
込
が
必
要
、先
着
３
人

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

「
縁
結
び
相
談
会
」の
開
催

▽
内
容　

縁
結
び
に
関
す
る
相
談

（
異
性
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
自
分
磨
き
な
ど
）

▽
日
時　

７
月
９
日
（
火
）

　

午
後
７
時
～
９
時

▽
場
所　

市
役
所
本
館

▽
対
象
者　
「
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ジ
ッ
ク
の
会
」

会
員
（
情
報
登
録
書
提
出
の
こ
と
）

※
「
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ジ
ッ
ク
の
会
」
へ
の

入
会
は
、
随
時
受
付
し
て
い
ま
す

問
ふ
る
さ
と
創
生
課
☎
43
・
５
２
０
５

空
き
家
バ
ン
ク
の
休
日
相
談

▽
内
容　

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登

録
・
利
活
用
に
関
す
る
相
談
な
ど

▽
場
所　

洲
本
市
文
化
体
育
館

※
料
金
な
ど
詳
し
く
は
問
合
せ

問
同
実
行
委
員
会
（
中
村
）

☎
０
９
０
・
１
５
８
３
・
４
６
９
６

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
名
場
面

▽
内
容　
『
絵
本
太
功
記
』
十
段

目
尼
ヶ
崎
の
段

◆
淡
路
木
偶
づ
く
り 

　
藤
野
良り
ょ
う
い
ち一　（
人
に
ん
ぎ
ょ
う
り
ょ
う

形
良
）作
品
展

▽
期
間　

８
月
２
日
（
金
）

　

正
午
ま
で

◆
土
文
芸　
淡
路
雑
俳
展（
淡
路

雅
交
会
）

▽
期
間　

７
月
27
日
（
土
）
ま
で

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　
☎
42
・
５
１
１
５

淡
路
人
形
座（
７
月
公
演
）

◆
通
常
公
演

▽
内
容　
「
人
形
解
説
」「
傾
城
阿

波
の
鳴
門　

順
礼
歌
の
段
」

※
上
演
内
容
が
変
わ
る
場
合
あ
り

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
と
だ
ん
じ
り
唄

７
月
27
日（
土
）、主
君
を
討
ち
果

た
し
た
光
秀
と
そ
の
家
族
の
葛
藤

を
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
と
だ
ん
じ
り

唄
で
上
演
。前
売
り
券
発
売
中
。

◆
バッ
ク
ス
テ
ー
ジ
ツ
ア
ー

　
７
月
27
日（
土
）～
８
月
31
日（
土
）

の
土
日
祝
日
の
11
時
10
分
と
15
時

の
公
演
鑑
賞
後
、舞
台
裏
を
座
員

が
案
内
し
ま
す
。先
着
30
人
。

※
７
月
27
日（
土
）、28
日（
日
）、８
月

３
日（
土
）、10
日（
土
）、17
日（
土
）

は
11
時
10
分
の
公
演
鑑
賞
後
の
み

◆
第
６
回
阿
波
路
会

　
８
月
３
日（
土
）、竹
本
友
和
嘉
・

鶴
澤
友
勇
に
よ
る
女
流
義
太
夫

公
演
を
開
催
。チ
ケ
ッ
ト
販
売
中
。

◆
７
月
の
休
館
日　
毎
週
水
曜
日

問
淡
路
人
形
座
☎
52
・
０
２
６
０

滝
川
記
念
美
術
館　
玉
青
館

◆
ミ
ニ
チュ
ア
鋳
造
体
験（
要
申
込
）

▽
日
時　

７
月
28
日
（
日
）
午
後

1
時
30
分
～
、
午
後
３
時
～

▽
定
員　

各
12
人
程
度

※
参
加
費
な
ど
詳
し
く
は
問
合
せ

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

第
１
８
２
回
神
代
天
体
観
測
会

「
夏
の
星
座
を
見
よ
う
」

◆
神
代
小
学
校

▽
日
時　

７
月
28
日
（
日
）

　

午
後
７
時
30
分
～

※
保
護
者
同
伴
。天
候
不
良
時
は

神
代
公
民
館（
た
だ
し
、選
挙
で

公
民
館
使
用
の
場
合
は
中
止
）

問
神
代
天
体
ド
ー
ム
再
建
準
備
会

　
☎
０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

阿
波
お
ど
り
体
操

◆
第
１
１
９
回
講
習
会

▽
日
時　

７
月
６
日
（
土
）

　

午
後
８
時
～

▽
場
所　

賀
集
地
区
公
民
館

▽
日
時　

７
月
20
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

▽
場
所　

市
役
所
本
館

※
平
日
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

問
ふ
る
さ
と
創
生
課
☎
43
・
５
２
０
５

行
政
相
談（
要
予
約
）

▽
内
容　

行
政
相
談
委
員
に
よ
る

相
談（
先
着
３
人
、１
人
30
分
）

▽
日
時　

７
月
11
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

▽
場
所　

中
央
公
民
館

問
市
民
協
働
課
☎
43
・
５
２
４
４

洲
本
公
証
役
場

日
曜
無
料
相
談（
要
予
約
）

▽
内
容　

公
正
証
書
遺
言
に
関
す

る
相
談
や
任
意
後
見
契
約
な
ど

の
大
切
な
契
約
の
相
談

▽
日
時　

８
月
４
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
場
所　

洲
本
公
証
役
場

問
洲
本
公
証
人
役
場
☎
24
・
３
４
５
４

18

文
化
・
ま
な
び

催
　
し

相
　
談
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市民無料法律相談（先着９人）
◆内容　弁護士による相談（１人20分）
◆日時　９日（火）・25日（木）13:30～16:30
◆場所　市役所本館
問市民協働課☎43-5244（予約必要）
若者就労相談
◆対象　仕事に就いていない15～39歳ま
　での働く事に悩みをもつ若者とその家族
◆日時　24日（水）
　❶13：00～❷14：00～❸15：00～
◆場所　市役所本館2階相談室
問あかし若者サポートステーション
　☎078-915-0677（予約必要）
司法書士会による相談（先着８人）
◆内容　登記・成年後見・法律の相談
◆日時　17日（水）18:00～21:00
◆場所　洲本市文化体育館
◆申込　武田司法書士事務所 武田まで
　　　　☎25-3230（予約必要）
行政書士による相談（先着３人）
◆内容　農地法・相続・許認可・契約関係
◆日時　８日(月）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　行政事士宮崎宏明事務所
　　　    ☎42-5968（予約必要）
住宅の耐震相談会
◆内容　住宅の耐震診断・改修などの相談
◆日時　24日（水）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　角建設計☎22-7705（予約必要）
母子相談
◆内容　母子・父子家庭、寡

か

婦
ふ

に関する相談
◆日時　 毎週月水金の９:30～16:30
◆相談　子育てゆめるん課☎43-5219
家庭児童相談
◆内容　子育て・不登校・いじめなどの相談
◆日時　 平日の９:30～16:30
◆相談　子育てゆめるん課☎43-5239
妊娠・出産・子育て相談
◆日時　 ❶平日の8：30～17：15
　　　　❷平日の9：00～16：00
◆相談　❶健康課☎43-5218
　　　　　子育てゆめるん課☎43-5219
　　　　❷子育て学習・支援センター
　　　　　☎42-7703
教育相談窓口
◆日時　８日（月）13:00～15:00
◆場所　洲本総合庁舎１階会議室
問教育相談窓口☎22-4152（予約必要）
農地相談（先着4人）
◆内容　農地に関する相談 
◆日時　26日（金）13:00～16:30
問農業委員会事務局☎43-5236（予約必要）

内 容 開催日時

工作教室Ⅰ ７月22日（月）
午前９時～

工作教室Ⅱ ７月23　日（火）
午前９時～

工作教室Ⅲ ７月24日（水）
午前９時～

料理教室 ７月25日（木）
午前９時～

７月の無料相談

　
水
漏
れ
が
発
生
し
た
の
で
低
料
金

を
う
た
っ
た
チ
ラ
シ
で
見
た
事
業
者

に
修
理
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
思
い

が
け
な
い
高
額
請
求
を
受
け
た
。

【
注
意
点
】

●
依
頼
前
に
見
積
り
料
や
出
張
費
等

も
含
め
て
い
く
ら
ぐ
ら
い
に
な
る

か
を
し
っ
か
り
確
認
す
る

●
依
頼
し
た
目
的
と
異
な
る
こ
と
を

勧
め
ら
れ
て
も
す
ぐ
に
契
約
し
な

い
で
慎
重
に
検
討
す
る

●
急
を
要
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
備
え
、

安
心
し
て
依
頼
で
き
る
事
業
者
を

確
認
し
て
お
く
（
水
道
は
淡
路
広

域
水
道
企
業
団
の
指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者
）

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
窓
口

日
時
　
平
日
の
午
前
９
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
４
時

場
所
　
市
役
所
本
館
２
階

問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
43
・
５
０
９
９

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
用
心

水
ま
わ
り
の
修
理
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
！
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　「ごめんなさい」と言うこと
は、なかなかむずかしいです
よね。あのとき、ゆうきをだし
て「ごめんなさい」が言えて
いたら、そのあとのかんけい
がよくなっていたかもしれま
せん。あいてに、すなおにあ
やまるたいせつさをあらた
めてしってほしい、とおもい
つくられたえほん。みんなの
ごめんなさいをおうえんす
るよ。

Farmlife
新・農家スタイル

コウくんと
きいろいはね

　これからは、親が子どもに
「言い聞かせる」子育てで
はなく、夫婦の会話で「自分
で考えて行動させる」子育て
が大切。夫婦のコミュニケー
ションをラクにするのと同時
に、子どもの力を伸ばす会話
のコツを紹介する。お父さん
とお母さんが話している姿と
その言葉から、親子の対話よ
りも多くのことを、子どもは
学んで育つ。

賢い子を育てる
夫婦の会話

ゲシュタルテン／編者
（グラフィック社）

　さばくのおしろの王さま
が、見つけるとしあわせにな
れる「まぼろしのどうぶつ」を
さがしていました。それを聞
いたしまうまは、ひとりでた
んけんにでかけることに。「ま
ぼろしのどうぶつ」はどこに
いるのかな、とかんがえなが
らあるいていると、あなには
まってしまいました。あなの
なかに行ってみると･･･。しま
うまシリーズ６作目。

しまうまのたんけん
トビイ　ルツ／作・絵
（ＰＨＰ研究所）

天野　ひかり／著
（あさ出版）

日本更生保護者協会／作
（ポプラ社）

21

　自分で土地を耕し、自然の
恵みを家族やコミュニティで
分かち合うー。各国の農家、
シェフ、養蜂家、園芸家、酪農
家、漁師など、体にも地球にも
安全な食材を求め、理想の暮
らしを追求する人たちの物語
を写真とともに紹介。ほぼす
べての農家が抱いているの
は、命の循環に対する真の情
熱と尊敬の念だと思う。

※放送内容を変更する場合があります。予めご了承ください

20

○
数
字
が
順
位
。
関
係
分
の
み
掲
載

大
会
結
果

第
35
回
船
越
杯
南
あ
わ
じ
市

家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会（
６
月
２
日
・
賀
集
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）

①
ブ
ル
ー
マ
リ
ン

②
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ

③
北
阿
万

③
蘭
ク
ラ
ブ

問
広
報
情
報
課
☎
43
・
５
２
０
６

　
F

 

43
・５
３
０
６
　
　kouhou@

city.m
inam

iaw
aji.hyogo.jp

問さんさんネット　☎43-2345

　
柔
道
（
男
子
団
体
）

南
淡
中
学
校
柔
道
部

　
南
淡
中
学
校
柔
道
部
は
、
近
畿
大

会
で
優
勝
し
、
９
月
22
日
に
東
京
都

で
開
催
さ
れ
る
２
０
１
９
年
度
マ
ル

ち
ゃ
ん
杯
全
日
本
少
年
柔
道
大
会
に

出
場
し
ま
す
。

　
主
将
の
澤さ
わ
た
に谷
魁か
い
と人
さ
ん
は
「
悔
い

の
な
い
よ
う
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て

全
力
で
挑
み
た
い
」
と
抱
負
を
語
り

ま
し
た
。

全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う

　　　
160シリ

ーズ

『
傾け

い

せ

い城
阿あ

わ波
の
鳴な

る

と門
　
順じ

ゅ

ん

れ

い

う

た

礼
歌
の
段だ

ん

』

　「ととさんの名は十郎兵衛、かかさんはお弓と申
します…」という順礼の娘・お鶴のセリフが良く知ら
れている『傾城阿波の鳴門　順礼歌の段』。
　淡路人形座の演目の中でも特に人気のあるお芝
居で、盗賊の一味となって
いるために親と名乗れず、
我が子を追い返す場面が
見どころで、涙を誘いま
す。お鶴の人形には、兵庫
県指定重要有形民俗文化
財の頭

かしら
が使用されていま

す。
（写真）再会する娘・お鶴と母・お弓

みんなの図書館
今月のおすすめ本
問市立図書館☎53-0234　
　開館時間／9：30～19：00
　ただし、日曜日・祝日は、17：00まで
　 ※広田・湊地区公民館図書室は土曜日も17時まで

皆さんに読んでほしい
本を紹介しています

7 月の休館日
１日（月）、８日（月）、16 日（火）、
22 日（月）、29 日（月）
31 日（水）　月末整理日

さんさんネット
７月番組の見どころ

さんさんニュース

撮 っ て お き ☆
７月11日（木）

・南あわじ市消防操法大会

７月12日（金）

・南あわじ市ふれあい文化芸能祭～芸能部
門～

７月 １日（月） ～７月 ７日（日）

・医療的ケア児支援講演会

７月 ８日（月） ～７月14日（日）

・南あわじ市健康大学講座
　「入れ歯のお話～入れ歯でおいしく歯ッピー

ライフ～」
　「食べ方上手で健康長寿～なりたい自分を叶

える３つのポイント～」

月曜日～金曜日　7：30更新
■放送　7：30～、12：30～、16：30～、　
　　　　19：30～、22：30～

毎週月曜日　8：00更新
■放送　8：00～、１3：00～、20：00～

市立図書館
◆雑誌リサイクルフェア
　７月 27 日（土）～　※お１人７冊まで
◆昆虫をつくってあそぼう（予約不要・無料）
　８月３日（土）10：00 ～ 12：00
◆ピノキオのおはなし会
　毎週日曜日の 14：00 ～ 15：00
問市立図書館　☎ 53-0234

中央公民館図書室
◆読み聞かせ会
　７月 20 日（土）、８月 17 日（土）の 14：00 ～
◆ヒロシマ・ナガサキ　原爆と人間　パネル展示
　７月 13 日（土）～ 30 日（火）
　※広田・湊地区公民館でも順次展示
問中央公民館図書室　☎ 43-5037

市立図書館・図書室夏休みイベント

近畿高校駅伝大会が開催されます
　交通規制等でご迷惑をおかけしますが、高校生ランナー
を支え、共に大会を盛り上げていただきますよう、ご理解、
ご協力をお願いします。
日   時　11 月 24 日（日）10:30 ～
コース　おのころ島神社前スタート→倭文

→榎列→市→三原中学校ゴール
※詳しい交通規制図は広報 10 月号に掲載
問同実行委員会事務局　☎ 43-5246

　平成24年から地域おこし協力隊制度を導入し、
これまでに 22 人の意欲ある人材を協力隊員とし
て都市部から受入れ、現在は６人の地域おこし協
力隊が、それぞれの分野で日々地域協力活動に取
り組んでいます。
　来月より、協力隊員の活動を紹介していきます。
ご理解、ご支援のほどよろしくお願いします。

問ふるさと創生課　☎ 43-5205

地域おこし協力隊の活動を紹介します

島サラダフェア
2019 Summer

　淡路島の野菜の良さを
知ってもらうため、この夏
も「島サラダフェア」を開
催します。淡路島産の食材
のみで作った「島サラダ」
をぜひご堪能ください。
開催期間
　７月１日（月）
　～８月 31 日（土）
※詳しくは右

の 二 次 元
コードから

「 島 サ ラ ダ
フェア」のフェイスブッ
クをご覧ください

問食の拠点推進課
　☎ 43-5224

第84回市議会定例会一般質問
■放送日　７月16日（火）～21日（日）
■放　送　午前８時～、午後８時～

美しいまちづくりのため積極的なご参加を！
問環境課☎ 43-5214

全島一斉清掃の日

7月7日（日）
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  7月の健康カレンダー
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 休日応急診療所（賀集地区公民館横☎53-1536）

診察日  9：00 ～11：30
13：00 ～16：30 18：00 ～ 21：30

7日（日） 横 山 龍 治 医師 鈴 木 俊 示 医師

14日（日） 細 川 裕 平 医師 細 川 裕 平 医師

15日（月） 瀧 川　 卓 医師 西 口　 弘 医師

21日（日） 南　 辰 也 医師 森　 大 樹 医師

28日（日） 細 川 裕 平 医師 細 川 裕 平 医師

時間外診療病院
月 平 成 病 院

火
平 成 病 院
八 木 病 院

水
中 林 病 院
南 淡 路 病 院

木 翠鳳第一病院

金 中 林 病 院

土 翠鳳第一病院
平日18:00～23:00
土曜13:00～23:00
※当直医によって専
門以外の診療はでき
ない場合があります

● 阿波踊り体操 （いずみ会主催）1 回 100 円
内容   日 曜日　    時間 　　   場所

阿波踊り体操 3 水 10:00 ～ 　南あわじ市
　保健センター17 水

● 乳幼児健康カレンダー　　　　（　　）は対象
内容  　日 曜日　  受付時間 場所

４か月児健康診査
（31年3月生） 26 金 12:30 ～ 13:00

　南あわじ市
　保健センター

10か月児健康診査
（30年9月生） 19 金 12:30 ～ 13:00

１歳6か月児健康診査
（29年12月生） 2 火 12:30 ～ 13:00

２歳児歯科健診
（29年4月生） 17 水 13:00 ～ 13:30

３歳児健康診査
（28年6月生） 12 金 12:30 ～ 13:00

就学前５歳児健康診査
（26年7月生） 22 月 12:30 ～ 13:00

強い歯大好き健診
（28年4月･28年10月生） 3 水 13:15 ～ 13:45

育児相談
（30年12月生） 24 水 13:30 ～ 14:00

食育講座赤ちゃん栄養サロン
（31年2月生） 25 木 10:00 ～ 10:30

遊びの教室（予約制） 4 木  ９:30

発達支援相談（予約制） 4 木 13:30 ～

● 認知症を支える家族の会　スマイル
認知症の介護の悩みを話し合える場
  日　　　曜日　   　　 受付時間 　場所　
10 水 14：00 ～ 15：00 　中央公民館２階

※詳しくは、地域包括支援センター（☎43-5237）まで

● スマイル ( 認知症 ) カフェ   　※申込不要
認知症の人とそのご家族、地域の人誰もが集える場
  日　　　曜日　   　　 受付時間 　場所　

25 木 14：00 ～ 16：00 　いちばん星
　（市福永572）

● こころやすらぐひろば   　※申込不要
精神疾患を抱える人とそのご家族らの交流を深める広場
  日　　　曜日　   　　 受付時間 　場所　
28 日 13：00 ～ 16：00 　いちばん星

　（市福永572）

※詳しくは、福祉課（☎43-5216）まで

● 家族教室  　※申込不要
精神疾患を抱える人のご家族らが交流を深める場
  日　　　曜日　   　　 受付時間 　場所　
10 水 14：00 ～ 16：00 　いちばん星

　（市福永572）

● 献血
  日　　　曜日　   　　 受付時間 　場所　

14 日 10：00 ～ 11：45
13：00 ～ 16：00 くつろぎプラザ・シーパ

24 水 13：45 ～ 16：00 南あわじ市保健センター

町ぐるみ健診のご案内
～あなたとあなたを必要とする人のために～ 問健康課☎43-5218

健康診査(血液検査・血圧・尿・身体測定など)、
各種(肺・胃・大腸・前立腺・口腔・子宮頸部・乳)
がん検診、肝炎ウイルス、骨粗しょう症、胃ABC、
腫瘍マーカー、歯周疾患検診

～健診日・場所～

　６月21日から「町ぐるみ健診」が始まっています。
　あなたとあなたを必要とする人のためにも、健診を受けて自身の
健康をチェックし、健康づくりに役立てましょう。町ぐるみ健診は、健
診日を指定しており、申込みが必要です。まだ申込みをしていない人
は、健康課までご連絡ください。
　健診中、保育士がお子様をお預かりしますので、お子様連れでも
安心して受けていただけます。

7 月
 ２（火）　３（水）　４（木）　５（金）
 ６（土）　７（日）　８（月）

 ららウォーク

7 月
 18（木）　19（金）　20（土）
 22（月）　23（火）

 保健センター

8 月
 １（木）　２（金）　３（土）　５（月）
 ６（火）　７（水）

 中央公民館

9 月  ５（木）　６（金）  中央公民館

　健診日程のうち、午前11時～11時30分に
お越しください。赤字の日は午後2時～2時30
分の時間もご利用いただけます。変更の連絡は
不要です。

※各種教室・相談のお問い合わせは、健康課（☎43-5218）まで

● いずみ会リーダー養成講座
　　❶淡路の農水産物の魅力、健康づくりについて
　　❷兵庫県食育推進計画について、魚をさばく調理実習

  日　　曜日　　　 　 時間 　場所　
❶ 10 水 ９：30 ～ 13：00 洲本総合庁舎

❷ 31 水 10：00 ～ 13：00 中央公民館

　赤字＝午前・午後受付、子宮頸がん検診あり
　黒字＝午前のみ受付、子宮頸がん検診なし
　※胃がん、歯周疾患、口腔がん検診は全日午前のみ
　※乳がん検診は、個別医療機関で翌年３月まで

～健診内容～

①受診票（問診票）
②受付時間票（健診日時・健診会場・受付項目表示）
③健康保険証
④自己負担金
⑤特定健康診査用受診券（40～74歳）
※南あわじ市国民健康保険の加入者は不要
⑥昭和37年４月２日～昭和54年４月

１日生まれの男性で、市から風しん
抗体検査受診票とクーポン券を交付
されている人は、町ぐるみ健診でも
抗体検査を受けることができます。
ご希望の人は風しん抗体検査受診票
とクーポン券を持参ください

　７月２日（火）、らら・ウォークでの町ぐるみ
健診会場で、出張受付窓口を併設し、マイナン
バーカードの交付申請の受付を行います。この
機会にぜひご利用ください。

当日お持ちいただくもの
●マイナンバーの通知カード
●本人確認書類（免許証と健康保険証）
※免許証がない人は、健康保険証と介護保険証
●住民基本台帳カード(お持ちの人のみ)

※通知カードを紛失された人は
事前にお問合せください

※写真撮影を無料で行います
※申請からマイナンバーカードの

交付までは約２ヵ月かかります
問総合窓口センター☎43-5212

マイナンバーカード出張受付

～健診までにチェック～
小児救急医療

◆小児夜間救急電話センター
毎日午後 10 時～午前６時までの間、医師が輪番で小
児夜間救急診療を行っています。
問小児夜間救急電話センター☎ 44-3799
※このサービスの通話は、お客様応対の品質向上の
　ために録音させていただきます
◆休日小児救急診療
日曜・祝日・年末年始の休日、みなと元気館内の洲
本市応急診療所において、小児科医の輪番による小
児救急診療所を開設しています。予約は不要です。
受付時間　9:00 ～ 11:30、13:00 ～ 16:30
問洲本応急診療所☎ 24-6340

指定日時の都合がつかない場合
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子育て広場 月

　　　　

　夏を元気に乗り切るために、栄養、睡眠、運動の
バランスをとることを忘れずに！
　早寝早起きを心がけ、ひろばでしっかり遊んで、
生活リズムをつくりましょう。

●出前ひろば （申込不要、ゆめるんノート、名札持参）
　おもちゃがいっぱいの自由遊びの広場。10:00 ～ 11:30

ひろば名 開設日 場所

みどり 3,5,12,24,26,31 南あわじ市
保健センター

せいだん 2,4,11,23,25,30 湊地区公民館

みはら 2,4,9,11,25,30 働く婦人の家

なんだん 3,10,12,24,26,31 市立図書館２階

●ふれあいプレイルーム （平日９：00～16：00）
　（申込不要、ゆめるんノート、名札持参）

場所 内容

ゆめるんセンター 公園に出かける感覚で、親子で遊ぶことができま
す。赤ちゃんは、体重・身長測定もできます。

 ●年齢別ひろば　※要申込 
ひろば名 開催日 時間 内容等

ぶどう① ５日（金） 11:00～
12:00

夏野菜ピザづくり
定員10組　費用500円
場所　ゆめるんセンター

いちご 10 日（水） 10:00～
11:00

足形アート
定員20人
費用100円（当日集金）
場所　ゆめるんセンター

ばなな・
ぶどう

16 日（火）　
～ 19 日（金）
、22 日（月）

10:30～
11:30

なつまつり
定員各日40人
費用　子ども１人300円
場所　ゆめるんセンター

ぶどう② 23 日（火） 11:00～
12:00

郷土料理 押し寿司づくり
定員10組　費用500円
場所　ゆめるんセンター

※ ６月 17 日現在で行事の予定を掲載しています。
　 定員に達している場合はご了承ください

※今回のぶどうひろばに参加を希望の人は、①②どちらか
　選んでお申込みください

　「こどもあんしんネット」に登録する
と、最新のゆめるん通信がメールで届
きます。右の二次元コードから簡単に
登録ができます。

●人　口 47,203人（前月比-47人）
　    （男） 22,779人（前月比-32人）
　    （女） 24,424人（前月比-15人）
●世帯数 19,457世帯（前月比+7世帯）
※令和元年6月１日現在

結婚

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 婚姻日

谷口　和也（福　良）

山口　貴志（志　知）

磯村　涼太（北阿万）

瀧口　　誠（八　木）

榎本　大輔（阿　万）

阿萬　紘三（　湊　）

河崎　慎司（榎　列）

北濵　弘樹（　湊　）

坂東　時禎（広　田）

有賀　靖晃（　湊　）

里深　翔耶（　湊　）

齋　加奈子（徳島県）

大田　美起（福　良）

野村　美峰（福　良）

佐々木静香（徳島県）

阿部真依子（阿　万）

山岡　沙織（阿　万）

戎　恵里佳（淡路市）

脇本　理子（大阪府）

北内めぐみ（広　田）

丸岡　　睦（徳島県）

勝浦　　穂（潮美台）

５ 月 15 日

５ 月 15 日

５ 月 22 日

５ 月 24 日

５ 月 30 日

６ 月 １ 日

６ 月 ３ 日

６ 月 ３ 日

６ 月 ６ 日

６ 月 ９ 日

６ 月 12 日

赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日

南　　 奏
か な ね

子

狭 間　 皐
さ つ き

月

奥 井　 葉
は な

菜

松 下　 桔
き こ

子

小 畠　 拓
た く み

海

菖 蒲　 一
い ち は

珀

前 川　 旺
お う き

季

塩 谷　 光
み つ き

稀

岩 井　 梨
り ほ

歩

豊 原 瑠
る い な

衣 菜

木 田　 三
み つ は

葉

桑 島　 皐
こ よ い

宵

大 田　 莉
り か

花

川 添 心
こ た ろ う

太 朗

長 尾　 美
み や

彩

林　 洸
こ う し ろ う

志 郎

濵 端　 太
た い き

稀

近 藤　 壮
そ う ま

真

中 本　 紘
ひ ろ と

人

善 岡　 結
ゆ い か

花

興 津　 昴
こ う や

弥

女

男

女

女

男

女

男

女

女

女

女

女

女

男

女

男

男

男

男

女

男

祐 太
寛 文
忠 志
昌 広
稔 之
達 也
晴 弘
彰 浩
信 二
広 康
正 徳
啓 充
芳 千
史 朗
将 矢
雄一郎
将 吾
泰 史

優
大 輔
美 耶

松 帆
阿 万
賀 集
北 阿 万

湊
倭 文
阿 万
賀 集

市
志 知
福 良
神 代
福 良
北 阿 万
志 知
神 代
倭 文
榎 列
福 良

市
市

５ 月 ２ 日
５ 月 ５ 日
５ 月 ７ 日
５ 月 ８ 日
５ 月 10 日
５ 月 11 日
５ 月 13 日
５ 月 14 日
５ 月 16 日
５ 月 16 日
５ 月 17 日
５ 月 17 日
５ 月 19 日
５ 月 21 日
５ 月 24 日
５ 月 25 日
５ 月 27 日
６ 月 １ 日
６ 月 １ 日
６ 月 ３ 日
６ 月 ４ 日

出生

※6月号の正解は、『農業女子』 。46通の応募がありました。

　淡路島の夏の味覚「鱧
（ ハ モ ）」。５月 28 日 に
沼島で「●●●祭」が行
われ、関係者らは体長約１
メートルの鱧７匹を一斉に
海に放流して豊漁や商売繁盛などを祈りました。

　●●●に入る漢字３文字をお答えください。
　　　　　　　　　　　　（ヒントは広報 26 頁）

※クイズの正解者の中から抽選で５人に素敵なプレゼントが当たりま
　す！（当選は発送をもって発表にかえさせていただきます）

■応募方法（❶～❺全回答必須）
　❶クイズの答え、❷住所、❸氏名、❹年齢、❺広報やさん　
さんネット、南あわじ市に対するご意見・ご感想をお書き　　
の上、広報情報課までご応募ください。
■応募締切 ７月 12 日（金）※消印有効

〒 656-0492 南あわじ市市善光寺 22 番地１
南あわじ市役所 広報情報課広報クイズ係 宛

（メールの場合、件名に「広報クイズ」と記載）
kouhou@city.minamiawaji.hyogo.jp
※右の二次元コードを携帯電話のバーコード
　リーダで読み取り、クイズに応募できます

広報クイズ

25 24

７
問ゆめるんセンター（子育て学習・支援センター） 
　 南あわじ市榎列松田747番地3　☎42-7703

６月４日（火）高校生ふれあい育児体験

●今月の催し　※要申込
行事名・場所 日時 費用等

神戸「あそびのせかい」へ行
こう！
・集合　ゆめるんセンター

９日（火）
9:30発～

14:30頃着

定員20組
申込締切5日
費用　親子1,100
円（入場料込）

ままひろば
牛乳パックいす作り
・ゆめるんセンター

10日（水）
13:00～
14:00

定員20組
申込締切5日
費用300円
※事前準備あり。詳
細はお問合せくだ
さい

７月のお誕生日会
　せいだんひろば 25日（木）

出前ひろば
自由遊びの後

11：10～
　なんだんひろば 26日（金）

　みはらひろば 30日（火）

　みどりひろば 31日（水）

令和元年6月12日までの申出分 （敬称略）
※この欄への掲載を希望する人は、届け出のときに窓口へお申し出ください
※フォントの字形により戸籍記載氏名の字形と異なることがあります

死亡

氏名 年齢 地区 死亡日

山口　京子
河瀬　晶哉
北　みよ子
坂 井　　 修
西川満里子
奥濱　俊行
鈴木　高二
  治田眞沙子
窪田　正治

賀 集
市

広 田
神 代
榎 列
阿 万
阿 万
松 帆

市

78
85
87
82
65
74
83
79
66

５ 月 25 日
５ 月 27 日
５ 月 27 日
５ 月 27 日
５ 月 27 日
６ 月 １ 日
６ 月 １ 日
６ 月 ３ 日
６ 月 ４ 日

氏名 年齢 地区 死亡日

德井　唯男
船越　文裕
森　　 二 郎
榎本　玉枝
篠田きく　
立 花　　 男
原口秀二郎
泰地　清一

福 良
湊

八 木
市

賀 集
広 田
福 良

市

94
70
99
100
94
84
86
71

６ 月 ４ 日
６ 月 ４ 日
６ 月 ４ 日
６ 月 ８ 日
６ 月 ９ 日
６ 月 ９ 日
６ 月 ９ 日
６ 月 11 日

氏名 年齢 地区 死亡日

中田　幸雄
森　やゑ子
桐本　玉惠
岡　みさゑ
　馬　忠雄
土 井　　 務
森 本　　 孝
山本せつ子
貫　　 雅 文

阿 万
八 木
松 帆
松 帆

湊
神 代
阿 万
松 帆
伊加利

91
86
90
89
81
92
85
82
46

５ 月 14 日
５ 月 15 日
５ 月 16 日
５ 月 17 日
５ 月 18 日
５ 月 20 日
５ 月 20 日
５ 月 20 日
５ 月 21 日

一
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　淡路島の夏の味覚「鱧（ハモ）」。シー
ズンが本格化するのを前に、沼島で５月
28日に「鱧供養祭」が行われました。
　供養祭は、灘および沼島地区の旅館など
でつくる「灘・沼島ふるさと会」が毎年行っ
ており、今年で28回目。西光寺で行われ
た法要では、寺川光

こうしん
信住職がお経を読み、

参列した同会のメンバーや観光関係者、行
政関係者ら約20人が感謝の意を込めて鱧
を供養しました。その後、船に乗って沼島
沖まで移動し、体長約１メートルの鱧７匹
を一斉に海に放流して豊漁や商売繁盛など
を祈りました。
　沼島近海の鱧は骨も皮も軟らかいのが特
徴で、旬を迎えた淡路島たまねぎと一緒に
だしで煮込んだ郷土料理「はもすき」が
人気です。同会の斎藤聡会長は「はもす
きの発祥は沼島や灘地区。ぜひ本場の鱧
を味わいに来てもらいたい」と話していま
した。

　淡路島たまねぎの伝統的な乾燥・貯蔵方法である「吊
り玉」の文化と技術を広めようと、６月２日に市三條の
畑で「吊り玉祭」が開催され、参加者らがたまねぎを結
束する速さを競いました。
　競技には60人が参加し、長さ約20メートルの畝に
並んだ500個のたまねぎを素早く結束しました。１位
に輝いたのは、農業歴約40年の藤本いずみさん（八木）。
２位とは３秒差の10分 17秒でゴールし「できるだけ
たくさんつかんで、膝を地面につかずに中腰でしたのが
よかった」と勝因を語りました。
　発案者の井

いかわ
川翼さん（2525ファーム）は「イベント

を通じて、淡路島の伝統である吊り玉が広まればうれし
い。毎年継続して、もっとたくさんの人に参加してもら
いたい」と抱負を語りました。

　沼島総合観光案内所「吉
よしじん
甚」が、３月末で同地区の地域お

こし協力隊としての活動を終えた川勝惠さんの手により、「吉
甚　バッタリ・カフェ」としてリニューアルオープンしました。
　「吉甚」ではカフェのほか、「沼島おのころクルーズ」の受
付や土産物販売などを行い、観光案内業務は沼島総合セン
ターで地域おこし協力隊が行います。
吉甚　バッタリ・カフェ
営業時間　9：30～ 17：00（水・木曜日定休、月曜日不定休）
電話番号　53-6665

　子どもたちに水質汚濁などの環境問題について考えてもら
うため、市内16小学校の４年生を対象に、賀集浄化センター
で「下水道出前講座」を開催。６月４日に行われた講座には、
八木小学校の４年生40人が参加しました。
　児童らは会議室で、下水道課職員から生活に必要な水の
循環や下水道整備について説明を受けた後、下水道につい
てわかりやすく解説したＤＶＤを視聴。自分たちが風呂やト
イレなどで使った水が下水道施設できれいな水になる仕組み
について学びました。
　その後、同センター内の設備を見学し、汚れた水が処理さ
れ、きれいになっていく様子を興味深そうに眺めていました。

鱧（ハモ）のシーズン到来

吊り玉祭が開催

人と人とをつなぐ憩いの場づくり

環境問題を考えるきっかけに

供養祭で豊漁を祈願

たまねぎ結束の速さを競う

沼島「吉甚」リニューアルオープン

下水道出前講座を開催

カフェとしてリニューアルオープンした吉甚

賀集浄化センターを見学する児童ら

　子どもたちへの食育活動の一環として、５月14日に
倭文保育園で農業機械体験が行われました。
　体験活動は、倭文長田の農家・堤真名美さんが企画。
農業機械販売を行う株式会社ヰセキ関西中部兵庫営業部
や、地元の若手農業者が協力し、同園の園児 41人が参
加しました。園庭に搬入された田植え機・トラクター・
コンバインが動く姿を見たり、乗車体験をしたりした園
児らは「すごい」「かっこいい」と歓声を上げていました。
　堤さんは「思った以上の反応があって嬉しい。これを
きっかけに食育や農業の担い手育成につながっていって
ほしい」と話していました。

倭文保育所で食育活動

田植え機などに乗車体験

田植え機に乗る園児ら

01 鱧を放流する参列者
02 読経し、鱧を供養する寺川住職
03 郷土料理「はもすき」

たまねぎを素早く結束する参加者ら

01

03

02
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南あわじ動画ライブラリー
　広報情報課では南あわじ市PR用の動画を制作し、フェイスブックやインスタ
グラムを通じて市内外へ広くPRしています。
　動画は、次の二次元コードから動画（YouTube) をご覧ください。

慶野松原花火大会　７月27日（土）開催
　白砂青松の景勝地「慶野松
原」で開催される花火大会。
色とりどりに夜空を染め、海
面をきらめかせる大輪の花火
が打ち上がります。砂浜でく
つろぎながら
夏の風情を楽
しみましょう。

南あわじ旬だより
　フェイスブックとインスタグラ
ムで、南あわじ市の旬な情報を写
真や動画でお届けしています。ぜ
ひ、フォローお願いします。

Facebook Instagram

※駐車場に限りがありますので、乗り合わせでご来場ください
※海上からの観覧は禁止されています
※大会翌朝６時からの清掃活動にご協力をお願いします

毎年８月に開催していました「福良湾海上花火大会」は中止と
なりました。ご了承ください。　　 問商工観光課☎43-5221

詳しくは二次元コードより慶野松原花火大会ホームページを
ご覧ください。

　この運動は、犯罪や非行の防止と罪を犯した人の更生
と再犯防止について理解を深め、犯罪や非行のない地域
社会を築くことを目的に全国規模で実施されています。安
全で安心な暮らしをかなえるために、自分には何ができる
のかを皆さんで考えてみませんか。

◆啓発イベント
▽日時　７月13日（土）午後２時～
▽場所　ショッピングセンター・シーパ　　
▽内容　開会セレモニー、ちびっ子おまわりさん（園
児）による啓発グッズの配布、白バイ乗車体験、刑
務所作業製品展示即売会（午前 10 時～午後４時）

※刑務作業製品とは、全国の刑
事施設（刑務所、少年刑務所
および拘置所等）において受
刑者が社会復帰に備え、刑務
作業で丹精こめて作成した製
品。作業製品を購入すること
で、受刑者の更生への支援に
つながります

問第 69 回 “社会を明るくする運動” 南あわじ市推進
　委員会事務局（市民協働課内）☎ 43-5244

日　時

場　所 慶野松原海水浴場周辺

７月27日（土） ※荒天時翌日順延
午後５時30分（予定）　オープニングイベント
午後８時～　花火打ち上げ

第41回慶野松原花火大会　

夏の夜空を色鮮やかに彩る3,100発！！
ぜひお越しください

７月は「社会を明るくする運動」強調月間・
「再犯防止」啓発月間
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